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ソフトウェア技術者協会 (SEA) は，ソフトウェアハウス，コンピュータメーカ，計算センタ，エンドユーザ，大学，研究所など，そ

れぞれ異なった環境に置かれているソフトウェア技術者または研究者が，そうした社会組織の墜を鐘えて，各自の経験や技術を自由

に交流しあうための「場」として. 1985 年 12 月に設立されました.
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トの開催，および内外の関係諸国体との交流です. 発足当初約 2∞人にすぎなかった会員数もその後飛躍的に増加し，現在，北は北
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事務局から

tミ

「新年度の総会までに Vo1. 7 の最終号を! J というのが，事務局からの強い要望だったのですが，なんとかこ

の最後の合併号で叶えられたようです.

'Cl'Cl 

去年の暮れと今年の始めにあった 2 つのミーティングの記録を新森さんと北川さんにまとめていただきまし

た . 毎月の案内にあるように，東京や横浜，あるいは大阪では，こうした会合がしょっちゅう開かれているので，

ぜひ参加者のどなたかが，地方会員のためにボランティアで記事を書いていただけると嬉しいのですが.

'Cl íミ食

岸田編集長みずからではおれも. . •. J と ， 英語のニュースレターの記事の要約をしてくださいました.この

GW の異常気象はそのせいかしら?!

決食食 tミ

H.Nozawa さんの英文のむずかしい Paper は，アメリカ物理学会誌に載せられたものを，お友達の SEA 幹

事中来田さんの御紹介で転載しました.先日 (4/30) の YDOC では ， アルゴリズムの専門家である中野先生ま

でわざわざ大阪から駆けつけたりして，この論文を肴に議論の花を咲かせたようです.その模様はきっとそのう

ちだれかが報告してくれるのでしょうね，藤野さん?

食会食食'cl

ソフトウェア特許反対の LPF アピールに関しては ， 回答者 No.13 さんを中心にまだ議論が続いています.

ぜひ，他の回答者またはその他の会員の方々も加わってください

食食食'cl食食

大阪の白井さんからは，例によって半分ジョークめかしたエッセイをいただきました.それにしても今年のヤ

クルト ・ スワローズはどうしたのかしら? バーチャル ・ セリーグの順位表を教えてください，白井さん!

食'Cl'Cl会食食食

Seamail の原稿はなかなか集まりませんが，会員のみなさんはあちこちで論文を発表したり，本を書いたりな

さっているようです.そこで，この号では，そうした本の紹介とレビューを特集していただきました.これを読

んで興味を持たれた方は.さっそくお近くの本屋さんでご注文を 1

火食食食'cl公食'cl
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JSD 国際ワークショップ参加報告

新森昭宏

(インテック・システム研究所)

shinrnori@isl.intec.co.jp 

Abstract 

去る 12 月 1 白から 3 日，芝ノ〈ークホテル(東京)で分散票持とネットワークについての国際ワークショ ッ
プが聞かれ今これに招待研究者として参加する機会を得たのでその概要を報告する.

ζれは， JSD(協同システム開発紛式会社)と情報サービス産業協会が共催し、通産省が後援するイベ
ントで， 日米の大学や企業の研究者による諭寅，パネル討論や一般参加者との自由討議が行われた
メインテーマは前固に続いて「分散環境とネットワーク」てもったが、今回は特に「移窓盟コンピュー

ティング (Mobile Computing)J ということに的が絞られた.また， GNUemacs をはじめとした寸重の
GNU システムの開発者であるRichard M. Stallman 氏を迎えて，フリーソフトウエア文化についての
セッションも聞かれた

1 ワークショップの概要

ワークショ ッ プの概要は，以下の通りである.

タイト)(..第 5 回国際ワークショップ.分散環境とネットワーク.移動型コンピューティングの時代

共催情報サービス産業協会，協同システム開発掛式会社

後援通商産業省

日時平成 4 年 12 月 1 日;から 3 日

場所芝パークホテル(東京)

日米の招待研究者を，以下に示す(敬利略) . プログラム委員長は，ベシシノレバニア大学の Farber 教授

と慶応大学の斎藤教授が務められた.

• David Farber (ペンシノレバニア大学教授)

• Jonathan M. Srnith (ペンシルバニア大学助教授)

• Lawrence H. Landweber (ウィスコンシン大学教授)

• Warren S. Gifford (Bellcore) 

• David Throck (Bellcore) 

. Richard M. Stallrnan (Free Software Foundation) 

• J ohn Gilrnore (Electronic Frontier Foundation & Cygnus Support) 

-斉藤信男(慶応大学教授)

・魚瀬尚郎 (KTT 通信網総合研究所)

・斉藤康己 (NTT ソフトウエア研究所主幹研究員)

・阪田史郎 (NEC C&C システム研究所ネットワーク研究部長)

-篠田陽一(北陸先端科学技術大学院大学助教授)

-寺岡文男(ソニーコンビュータサイエンス研究所)
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-横手靖彦(ソニーコンビュータサイエンス研究所)
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3 日間の前半 2 日聞は，論寅会形式で招待研究者による講演やパネル討論が仔われ今最終日は人数を絞っ

た形で一般参加者と招待研究者のグループ討論が行われた以下では，プログラムのうちで興味深かったも

のについて紹介する.

2 招待研究者の講演より

2.1 移動型コンビューティングをめぐるアメリカの最新状況について

ペンシノレバニア大学の David Farber 教授から，“Living in the Mobile World -A View from Frontier" 

というタイトルで講演があった. Farber 教授は，コンビュータネットワーク研究の草分け的存在であり，

CSNET の提唱者としても知られており，現庄は“Gigabit Networking Initiative" プロジェクトのりーダー

として活窟している.

Farber 教授は，移動型コンビューテイングに関連した機器として携帯電話 (Cel1ular Phone) ， モデム付

きラ ッ プト ッ プコンビュータ，ページャー (Pager) などの特徴と欠点、について説明した後，双方向無線、ン ス

テム (Two-way Radio System) とそれを使った教授自身の作業・研究環境について説明したそれによれ

ば，教授は双方向無線システムへのアクセス機能をつけたヒューレツトパッカード (HP) 社のポケ ッ トコン

ビュータ HP 95LX を持ち歩き，アメリカ国内にいるときは「いつでも，どとでも」大学のコンビュータに

ログインして電子メールを読んだりファイルにアクセスしたりしているそうである.実際，教授は車の中や

出張先でも頻繁にとのシステムを使っているとのととである. (1実はこれは違法なんだが，私には問題があ

るとは思え在い」との但し書き付きで，教授が飛行機の中でさえとのシステムを使ったととがあるとも語っ

ていた)

教授は，とうした「移動型パーソナルコンピュータ (Mobile Personal Computer) J の時代を迎えるにあ

たって，技術のみならず，標準化，法制面での検討が必要であると締めくくった

2.2 アメリ力におけるフリーソフトウエア文化について

2.2.1 Stallrnan 氏の講演

UNIX 上のフリーで高機能在エディタ， GNUemacs の開発者であり， gcc (GNU C Compiler) , g++ 

(GNU C++ Compiler) などの寸車の GNU システムを開発している FSF (Free Software Foundation) の

オーガナイザーでもある Richard M. Stallrnan 氏が識寅した. Stallm叩氏， GNU などについては，アメ

リカにとどまらず広く世界のコンビュータ研究者・ぜ術者コミュニティにおいて知られるようになってきて

いるし，最近の SEAMAIL においても取り上げられている LPF(League for Programrning Freedom) の主

宰者でもあるので，ととではその説明は省略する. (Stallrnan 氏は同じ時期に SEA， JUS 主催の GNU セミ

ナーでの論寅も行っている. との内容については， UNIX Magazine [1] iなどに記事が掲載されている. ) 

講演のタイトルは，“'Whv Software Should Be Free" という，まさに Stal1man 氏と FSF の信条を表す

ようなものておったが， Stal1man氏はもっと広く自分のこれまでの歩みと現在の GNU の状況について語っ

た. Stallman氏はまず，英語の“free" という単語には， 1価格がゼロである (zero price) J という意味と「自

由である (have freedom)J の 2 つの意味があり，氏のいうフリーソフトウェアのフリーは後者の意味であ

ると述べた. そして，氏と FSF のポリシーを表すものとしてして広く知られている“Copyleft" について，

その根本的考え方は I( ソースコードやフ・ログラムの二次配布を)禁止することを禁止する (Forbidding is 

forbidded.) J であると指摘した

また， FSF と GNU の現状について以下のように報告した.

• FSF は，現在 10 人の組織に在っている. (プログラマー 6 人，ライター 1 人)
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• GNU のスプレッドシートである Oleo が完成し，各種の経理業務や税金 (US Income Tax Form) 事

務のためのマクロが作られている. (Oleo という名称がどうしてつけられたかについて Stallman 氏

は， "Oleomargarine is better than spread." だからだといかにも GNU らしい説明をした) 1 

• C コンパイラ (gcc) や C++ コンパイラ (g++) のほかに， Fortran, Pascal, Ada, Modula・2 のフロ

ントエンドの開発が進んでいる.

• GNU の Smalltalk システムにウインドウシステムが開発された.

• GNU の PostScript インタープ P タである Ghostscript の改良が進んでいる. (X Window 上のプレ

ピューワ， A4用紙のサポート， G3FAX や G4FAX などの各種のデータフォーマッ トへの対託、 "\Vindows

3 . 0 への対応など)

フリーソフトウエアの今後について Stallman 氏は， LPF とも関連して CStallm叩氏はこの講演では，

LPF のととは説明しなかったが)， "Patent may kill free software." と述べ，ソフトウエア特許についての

強い懸念を表明していた.

2.2.2 GNU のサポートビジネスについて

続いて， GNU のソフトウェアのサポートを商用ベースで行っている Cygnus Support の John Gilmore 

氏が講演した. r とれまでの人生で，大学に行ったとともなければスーツを買ったこともない」という経歴の

Gilmore 丘は Sun Microsvstems の創業期からのソフトウェア拡術者として多くのシステム開発に関わって

きたそうである. また，氏はネットワークの発展にともなう新しい社会のあり方を技術だけでは在く，法

偉政治，文化などの観点、で検討し，行動してゆく組織EFF (Electronic Frontier Foundation) の有力メン

パーの 1 人でもある. (EFF の詳細については，後述する . ) 

まず，氏はフリーソフトウェアのサポートビジネスという一見矛盾した概念について， Cygnus の実際

のピジネス例を示しながら説明した Cygnus は， 1989 年に GNU システムの開発に貢献してきた 3 人の技

術者によって設立されて以来， r フ P ーソフトウェアピジネスモデルJ K従ってビジネスを行ってきたそう

である. ととで，フリーソフトウェアビジネスモデノレとは， GNU の Copyleft に従ってソースコードに対し

ては料金を請求しないが，そのサポート作業に対して料金を請求するという仕組みである. フ P ーソフト

ウェアのインストレーションやノぐージョンアップの手聞から解放されるというのがエンドユーザにとっての

メリットだという.その根底には， ソフトウェアは「プロダクト」ではなく， rサービス」であるという思

想が流れているようである. [2] 

それでも.もともと無料のソフトウェアのサポートのために料金を払う人がいるのかという根元的な質

問に対しては， Gilmore 氏は i960 システムへの GNU C コンパイラ (gcc) の移植のために多額のサホ・ート

料金を Cygnus K対して支払っているIntel 社の事例を紹介したそれによれば， Intel にとっては Cygnus

kサポート料金を支払っても，独力で C コンパイラを開発するよりも楽にかつ高品質のコンパイラを手にい

れられるというメリットがあり，それ故乙うした方式を採用したという.もちろん， Intel の依頼で Cygl1US

が i960 上に移植した C コンパイラは， もともとの Copyleft に従って，希望する人には誰でも無料配布する

ことになっており，それによりエンドユーザも無料で C コシパイラを手にいれるととができるというメリッ

トがあるとのととである.

とれは，とれまでのソフトウェアビジネスのやり方とは異なる革命的な方式であり，果たして本当にう

まくいくのかとの疑問を抱かせるものである. しかし， Gilmore 氏によれば， Cygnus は創立以荊|原調に業

績を伸ばし，現在社員数 33 K達し，来年にはヨーロッパオフィスを開設するそうである.

2.3 Bellcore における「電子受付システム」

B巴ellc∞or閃e の David τX、ur江roc】k 氏治が:三，

son叫l旧叫a叫1 Communications" というタイトルで識寅を行い， Bellcoreで開発し現右誤用中のシステムー Electronic

loleomargarine はマーガリンの ζ とで，パンに塗るバターを意味する spread より健康に良川つまり市販の spreadsheet より
oleo のほうが良いものであるという意味
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Receptionist (電子受付)ーについて説明した.

Electronic Receptionist とは，オフィスにおける受付業務を代行するシステムであり，電話入呼管理シ

ステムとクライアントサービスシステムからなっている.電話入呼管理システムは，電話がかかってきた

場合，ユーザが登録したプロファイノレ情報を検索して，ユーザがその時聞にどの場所にいるととに在って

いるか，その時聞はユーザにつ在いでもよいかどうかなどを判定する. もし，発信者番号情報が回線から

手に入れられればそれをユーザのプロファイルと照らし合わせ，その重要性を判定する.以上の判断から，

ユーザにつなぐという決定がくだされれば，システムは発信者に自動的にあいさつのメッセージを流し，氏

名と用件の入力を促す. との後， システムはユーサ・のオフィスに電話をつなぎ，先に取りこんんだ氏名と

用件のメッセージを流して，ユーザに接続するかどうかの判定を求める. ととで，ユーザが OK をだせば，

電話はつながり会話が始まる. との過程で，条件がひとつでもあわなければすべて発信者はボイスメール
につながれてしまう.

とのシステムにより，何度も電話をかけてくるセールスマンは全てボイスメールに自動的にまわせるな

どのスクリーニングができるとのととである.また，プロファイルを正しく設定しておけば，オフィスを離

れでも電話を自動的に転送してもらえるという通常の PBX の転送機能を超えて，ベージャーや携帯電話，
ポータブルコンビュータなどとの連動も可能だそうである.

とのシステムの特徴は.ユーザインタフェース面を重視し，試作・評価・改良を繰り返して開発した結

果，電話をかけてくる人にとって不自然な印象を与えないようになっているというととだそうであるそれ

は，電話が途中で切られてしまう件数 (hangup 率)が 1%程度と低いととから実証されているという .

インプリメンテーションの詳細については語られなかったが，子稿によれば， SUN SPARCstation と
ノースカロライナ大学の研究者による“Mobility Telephone Interface" と呼ばれるシステムを使っているよ
うである.

2.4 移動型コンビューティング時代の到来についてのパネル討論

2 日めの最後に「移動型コンビューテイングの時代は来るか」と題されたパネルデイスカッションが行わ

れたペンシノレバニア大学の Jonathan M. Smith 教授が司会をし，パネラーとして Bellcore から "\Varren
Gifford 氏と Dayid Turock 氏， ソニーコンピュータサイエンス研究所から横手氏，インテック・システム

研究所から私が参加した.

横手氏は， Apertos という， mobility を指向した大規模分散環境のためのオブジェクト指向 OS につい
てフレゼンテーションした. (とれは，以前 Muse という名前がつけられていたものの名前を変更したもの

だそうである. )私は， "Issues and Challenges of System Integration in the Era of Mobile Computing" 

というタイトルで，移動型コンビューティングの時代におけるシステムインテグレーションの課題について

フレゼンテーションした.討論の中では，移動型コンピューテイングの時代を迎えるにあたっての様々な課

題(標準化セキュリティ，コストなど)についての意見がかわされた.

3 グループ討論(フリーソフトウエア文化について)

私は，フリーソフトウエア文化のグループに参加したので，その討論の概要を報告する. とのグループ

には，招待研究者としてペンシルパニア大学の Smith 氏， Cygnus の Gilmore 氏， NEC の阪田氏， KTT の
斉藤氏が参加した

討論はまず， Gigabit Network などの高速なネットワークが実現された場合， サービスの形態はどう在
るであろうかという Smith 氏の問題提起から始められた.すなわち，サーピスの形態として現在考えられ
るのは， CATV のような Point-to・Multipoint 型と電話のような Point.-to-Point 型の 2 つであるが，それら
を実現するための課題は何れそれぞれの長所・矢車庁は何か，などの問題が提起された. とれに答える形で
様々な討論が行われた.

そして，マルチメディア技術を使った共同作業 (CSCW) のためのシステムへと話題は移っていった. と

とでは主に， CW(Cooperative Work) の但l厨について，発言権制御についての日米差( r皆が発言しようと
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するアメリカ人に対して，どちらかといえば会議の場では消極的在日本人」という違い)などに応じた対応

が必要では在いかなどの議論がかわされた

午後になって， Johansen による「グループウエアJ [3J の訳者でもあり， rハイパーネットワーク」をキー

ワードとして幅広い活動を行っているネットワーキシグデザイン研究所の会津泉氏が新たに討論に参加し，

話題はネットワーク櫛荷の進展にともなう社会変色そのあり方などへと展開していったとの中では，ネッ

トワークが社会のあり方を変えてゆく可能性とそれに伴って検討しなければならない問題点について議論

が交わされた.特に，セキュリティという面では，全ての取引が電子化されてゆく中で， r何を貿ったか」

「誰と通信したか」左どの情報が全て収集されてしまう危険性とそれを防ぐための手段(たとえば、 David

Chaum が暗号出荷の応用として提唱しているような「追跡不可能な取ヲU など [4]) にまで話は及んだ.

4 EFF について

招待研究者として参加していた Gilmore 氏が所属しており，グループ討論の中でもその活動と関連する

トピックが何度か取り上げられた EFF(Electronic Frontier Foundation) について， ワークショップ終了後

に直接資料を取り寄せたのでその概要について以下にまとめる.なお， EFF K関する情報は， UNIX メー

ノレネットワークのアドレス eff@eff.org に連絡するととによって入手するととができる.

EFF は，コンヒ・ュータをベースとしたコミュニケーションにおける自由と開放性 (openness) を進めるた

めの活動を行う会員制の非営利組織として， 1990 年から活動している.現在の President は， Lotus 1 ・ 2 ・ 3

の開発て知られ今昨年神戸で開かれた町ET'92 (International Networking Conference '92) での基読繭寅者

の一人でもあった Mitchell Kapor 氏である.また， ACM の機関誌である Communications of the ACM に

はときどき EFF の co-founder である John P. Barlow 氏のコラムが掲載されている. (たとえば， [5J など. ) 

EFF は現在， Cambridge と Washington D.C. の 2 ヶ所に事務所を開設している. Cambridge オフィ

スは会誌の発行在どの通常の事務のほかに， EFF 用の電子掲示坂 (USENET における comp.org.eff. talk , 

com p .org .eff.news や WELL， CompuServe など)の常樹守と叩onymous FTP による各種ドキュメントのコ

ピーサーピス在どを行っている. ¥Vashington D.C. オフィスは，上述の目的達成のための各種政府関係情報

収集と活動を行っている.たとえば， FBI が全ての通信事業者に対して通信データの自動盗聴(wiretapping) 

を可能にするととを求める法案に対して， EFF は他の通信事業者と共同で反対活動を展開しているという.

また， EFF は多くの人に低コストで広範なネットワークサービスを提供するための基盤づくりのための

提言 (Open Platform Proposal)を議会に対しておっとなっている. とれは具体的には， (狭帯域の)ISDN

を全米に低コストで提供し，サーピス事業者がマルチメディアの情報サーピスを展開できるようにすると

ともに誰もが容易に広境ネットワークにアクセスできるようにしようというものである. との Proposal は

既に， Microsoft , Sun Microsystems , Apple Computer, Novell , Lotus , Adobe などのベンダーからの支持

を得ている他，通信業界消費者グルーフ:図書館連合在どからの支持を集めている段階であるという.

5 感想

不況を反映して，一般参加者数は前回に比べて少在かったが，アメリカの一流の研究者ゃあτ術者の講演

が聞け，少人数で討論できる機会もあり，たいへん興味深くかっ役に立ったワークショッフ.て・あった.

「移動型コンビューテイング (Mobile Computing)J というキーワードについては当初，rネオダマJ (ネッ

トワーキング，オープンシステム，ダウンサイジング，マルチメディア)などという今日盛んに使われてい

る buzzword 群に追加された新種?というシニカルな見方を少ししていたが，実際に Farber 教授を始めと

するアメリカの研究者の講演を聞き，実際にグルーフ・討論を行ってみると，アメリカでは現実のものとな

りつつあるというととが実感された.実際， 日経コミュニケーシヨンの最近の号を見ると， RAM Mobile 

Data 社や ARDIS 社といった事業者によって広汎に双方向無線通信サーピスが提供されつつあり，アメリ
カの市場は活況を呈しつつあるようである.

また， フリーソフトウエアというととに関連して， SUN の最新 OS Solaris 2 においては， C コンパイ

ラがバンドルされなくなることがアナウンスされており，開発者は C コンパイラを別に購入するか， GNU 
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C コンパイラ (gcc) などのフりーソフトウエアを使うかの選択を迫られるととになっている.とれに関連し

て， (GNU General Public License [6 , 7J など、の情報は持っていたものの)前々から個人的に疑問に思ってい

た rGNU C コンパイラ (gcc) 在どフリーソフトウエアで開発したソフトウエアを販売してもよいのかり

という質問を Gilrnore 氏にしたところ， r トランスレータとして考えられるので， gcc でコンパイルしたオ

フ・ジェクトは販売しでもよい. フリーなライブラりをリンクしたオブジェクトは，他の著作物を引用した

本在どと同様に考えるととができる」という回答が得られたまた， Cygnus の出しているニューズレタ

"Free Software Report" によれば，多くの GNU 支持者の支援に支えられて Cygnus は， Solaris 2 上に gcc

を移植し， Sun Soft 社と交渉してこれを CDware(SUN 上で稼働する各種アプりケーシヨンのデモ用無料

CD) に含めるようにしたという. とれにより， Cygnus は“Put the free compi1er back into solaris 2" を実

現したとのととである.

UNIX をめぐる状況が大きく変化してきている中で， GNU のよう在フ P ーソフトウエアの重要性がま

すます増加しているが， Cygnus のようなこれまでのソフトウエアビジネスとは全く異なる会社の出現は，

その感を更に強くさせるものて・あった
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開発環境におけるオブジェクトマネジメント

Prof. Jack WUeden を囲んで

~tJII 和裕
(SRA) 

去る 1 月 11 日， JSD ツール ・ シンポジウムの基調講演者として来日されたマサチュセッツ大学の Jack

Wileden 教授を迎えての懇談会が SEA 会議室で催されました.この懇談会は Wileden 氏のレクチャとディ

スカッションの 2 部構成で行われました.アナウンスから開催までの余裕がなかったせいか出席者は， 6 名と

少なかったのですが，この少なさが幸いしてか討論の部はかなり盛り上がりました.

前半のレクチャは，昨年 5 月メルボルンでの ICSE 14 のチュトリアル "ObjectManagemnet for Software 

Environments" をペースとして行われました.本来このチュトリアルは 6 時間の内容なのですが，それをたっ

た 1 時間半で話すという非常に密度が浪い有意義な講義でした.もともとのチュトリアルのハンドアウトは全

部で 135 枚あるのですが，個々の細かな事例については時閣の関係上触れられませんでした.

さて，講義の内容は，開発環境におけるオブジェクトマネジメントの歴史を概観するものでしたが，第 1 世代

のオブジェクトマネジメントの例として， OS では Unix，データぺ←スシステムとしては Omega ， 言語システ

ムとしては MENTOR が，事例として上げられました.これらは，いずれも 1970 代後半から 1980 年代前半

に開発されたシステムです.

特にその中でも Unix は，いま非常に流行しています(私個人としては，いつ使わなくなるかなと期待してて

いるのですが ). MENTOR といえば，学生時代 INRIA から技術レポートを入手して勉強しようと試みま

したが，なんとレポートはフランス語で書かれていて断念した苦い経験があります.また，その後フランスで行

われたワークショップがあったのですが，その時もフランス語を勉強しておけばよかったとつくづく思いまし

た. MENTOR は， Pascal のためのシンタ ックス指向エディタで，非常に興味を引くものでした . 少なくとも

構文間違いは防げるのでが，何かせっかちすぎて私は好きになれませんでした.その当時は， Gosling Emacs 

の C モードを気に入って使っていました.また Omega は， InterView ツールキットで有名なマークリントン

氏の UCB での学位論文の成果です.このシステムは，高水準データモデルを採用したシステムでしたが.複雑

なデータを取り扱うのにはモデル，性能面で問題がありました.また，型づけ，パージョン制御といった機能が

欠けていました

次の段階では ， OS. データベース ・言語システムが徐々に結合して環境として提供されて いる事例を取り上げ

た話になりました .OS では子D File System ，データペースでは Damokles ，言語システムでは Gandalf が取

り上げられました.また， OS とデータベースの融合したものとして， CIA ，データベースと言語システムの融

合例としては， EXODUS，言語と OS の融合例には Graphite (Arcadia プロジェクトで Wileden 教授自身が

開発したシステム)などがあります.これらは， 1985 年から 1990 年ごろの研究の成果です.

私自身の関心は，このころからソフトウェア工学を灘れ，文書処理に移ってしまったので， Gandalf 以外は詳

しく知りません. Gandalf の開発リーダであった Nico Harberman 教授(当時は CMU の計算機学科の学科長

でした)が来日した際に，セミナーを大学で聞いて興味を持ちました.これは C 言語をベースとしたシンタック

ス指向エディタとデータベースを融合したシステムです.後に Aloe と呼ばれるメタシンタックス指向エディ

タになりました.ワシントン大学の David Notkin 教授の学位論文も Gandalf に関するものだったと記憶して

います.この当時から，私はデータベースが今後重要になると思っていました.もちろん思っていただけで，

データベースの研究などはせずラスター処理のプログラムやタイプフェース，国際化などの研究をしてました.
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1989 年に，会議で渡米したした際に HP Lab で就職の面接を受けました.その時は今後 5 年はデー タベース

が重要となると吹いてきました(残念ながら HP には就職できませんでしたが....).

次に，現在における各項目の研究のテーマに話が移りましたが，ここでの話題の中心は. EC の Esprit プロ

ジェクトで作られた PCTE と. Wi1eden 教授自身が参加した Arcadia プロジェクトでした.図 1 は，環境に

おけるオブジェクトマネジメントの現状をまとめたものです. PCTE. Arcadia ともにあちこちで注目を浴び

ており，色々な解説記事がでまわっていますので，ここでは触れません.

OM  for Software Environments: Summary 

PAST, PRESENT AND  FUTURE  

⑦ 

N円官民・
S10ne 
C同In

NSE 

3・0
DSEE 

G町、d・ 11
CENTAUA 

国 1 オプジェクトマネジメントの現状

0・mokl..

最後にまとめとして，現状ではまだみんなが第 1 世代の環境を使っているとの指摘がありました もちろん

私も，第 1 世代ツールの愛好者です(ただ，私はクラスペースの言語には，もっといいパージョン管理機構とメ

タ情報管理機構(ランタイムのタイプ情報管理など)があったらいいと痛感してはいますが....).機会があれば，

実際に使えるものを作ってみたいとは思っています.オブジェクトマネジメントのツールとしては，たしかにま

だ第 1 世代のものが多いのですが，いくつかのツールはやや進化しており，システムとの統合化が進みつつあり

ます.また.現在 ， オブジェクトマネジメントは産学国家共同の研究の場となっていて • OSIDSILS の融合化に

向かっています.標準化が重要なテーマですが. PCTE やそのメタ標準であるトースターモデルなども紹介さ

れました.

後半のディスカションは，アカデミックというよりは環境に関する政治的判断， 今後はやりそうな製品 etc に
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ついて話題が盛り上がりました.私個人は. PCTE が Ada と同じような運命をたどると確信しているのです

が. Wileden 教授はそうではなく，確固とした標準となるだろうという見通しを述べられました(当日の出席者

のなかでも SRA の岸田さんあたりは同じ確信を持っているようです). 

オブジェクトマネジメントに関する技術的な議論では，取り級うオブジェクトの大きさの単位 (granularity)

がいつも問題になります. PCTE の OMS は，もともとソフトウェアプロジェクトの統合的マネジメントを意

図しているので，オブジェクトのグラニュラリティはかなり大きくなっています.一方. Mentor や Gandalf あ

るいは Arcadia の Graphite は，ソースコードの内容などを分析できるように，かなり細かな単位のオブジェク

トを扱います.環境ユーザの立場からすれば，時と場合に応じて，両方の視点が必要なわけですが，現在の技術

では，それらを両立させることはむずかしく，したがって，現実的な環境を構築しようとするさいには，複数の

オブジェクトマネジメント機構を組み込んで，必要に応じて使い分けることになりそうです.

「マサチューセツ大学では CASE をどのくらい使ってますか ?J と私が聞きましたが，お金がないので教育用

には使つてないとのことでした.また佐原さん (SRA) が，オブジェクトマネジメントを議論する以前の問題と

して，プログラマの質が向上しないと，環境ばかり改善されてもだめだという意見を述べられました.討論終了

後. Wileden 教授を囲んで夕食の宴が催されたことはいうまでもありませんが，私は残念ながら出席できません

でしたので，このレポートはこれで終わりです.

最後に，紙面を借りて自己 PR をさせていただきます.巻では「ソフトウェア工学! J と多くの人が叫んでいま

すが，文書工学( ? )やテクニカル-ライティングなども，もうひとつの重要テーマとして考えてみてはいかがで

しょうか? もちろん，大学や大学院でもまだこの種の教育はなされていません. 1 人のエンドユーザとしてい

ろいろなソフトウェアに接してみると.どうも製品のドキュメントが読むに値しないものが多くて困ります .

SEA 会員のみなさんは ，すでにこの問題については十分認識していらっしゃるとは思いますが，もう 一度考え

て見ていただきたいと思います . 文書工学の領媛は.抱えている問題の佐賀が異なるので ， ソフトウェア工学と

は違った形でのアプローチが必要になるのではないかと恩われます.そして，それが成功すれば，単にソフト

ウェア業界だけではなく，他のエンドユーザの利益にもつながると思うのですが...
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ソフトウェア工学のこれからの方向

Dagstuhl Workshop Report の要約

岸田孝一

(SRA) 

昨年の 2 月にドイツの Dagstuhl で開催された Future Directions in Software Engineering に関するワー

クショップの報告が ， ACM/SIGSOFT Newsletter の最近号(Jan. 1993) に掲載されている.執筆者は Co

Chair の 1 人である CMU の Nico Habermann 教授.なかなかに含みの多い内容だと思うので.以下にその

概要を紹介しよう.

1.ワークシヨヲプの狙い

このワークショップの狙いは，ソフトウェア工学分野における研究が，量的には増えているものの，質的には

決して向上していないという共通の(?)認識の上に立って，これからの研究の方向づけ(どの領域がもっともみ

のり多いか? )を探ろうということであった.たしかに.最近では，プロジェクト・マネジメントやリスク管理の

問題に人びとの関心が集中し ， 重要な技術課題が忘れられる傾向にあり，また，新鮮なアイデアやたしかな技術

上の成果が報告されることも少ない.こうした状況はソフトウェア工学全般に対してマイナスのインパクトを

もたらし，産業界は.本来享受すべき技術上の利益から疎外されるという結果になっている.

2. アログラム

ワークショップのプログラムは， Garmisch コンファレンス(ソフトウェア危機の認識とそれを克服する手段

としてのソフトウェア工学の提案がなされた 1968 年の歴史的イベント)の回顧に始まって， 7 つのテーマに関

する討論セッションが 4 日間行われた.各セッションのテーマおよびスビーカは次の通り:

Metbodology 

W. Richards Adrion(米): Research Methodology in Software Engineering 

Phyllis G. Frankl(米): Evaluation of Software Engineering 

Gail E. Kaiser(米): We Need to Measure the Quality of Our Work 

Michael Young(米): Altenatives of Quantitative E valuation 

Industrial Practice 

David Barstow(仏): Issues for Software Engineering 

W. Morven Gentleman(加): Technical Software Engineering Problems of Commercial Software 

Products 

Daniel Hoffman(加): lndustrial Practice くく State of the Art 

Modeling and Design 

David Garlan(米): The Need for a Science of Software Archtecture 

Roland Mittermair(嘆): How to See the Forest Behind the Big Tree 

Manfred Nagl(独): The State of the Art of Software engineering 

Erhard Ploedereder(米): research Challenge from Reuse Technology 

Formal Metbod 
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GiIles Kahn(仏): Another Look at Computer-Assisted Proofs 

Bernard Lang(仏) : Reuse and Declarative Formalisms 

SeamaU Vol.7, No.ll・12

Wilhelm Schafer(独) : The Challenge of Controlling Change in Software Engineering 

Wei Li( 中) : Where the Formal Approaches to Software development Go in the Next Decade 

Tools and Components 

Stefan Jahnichen(独): Generating Two-dimensional User Interfaces Out of Graphica1 Specifications 

H arold 0 ssher(米 ): Fine-Grained Tool Integration 

Gregor Snelting(独): Interface Techniques Can Help a Lot 

Davis S. Wile(米): Calculi vs. Abstraction Mechanisms 

Education 

A. Nico Habermann(米) : Introductory Education in Programming 

Housi A. Muller(加) : おftware Analysis 

Walter F. Tichy(独) : What Should We Teach Software Engineers 

Voronique Donzeau-Gouge(仏) : Software Education Engineering 

Development Process 

Axel Mahler(独) : Software Engineering As a Managed Group Process 

David Notkin(米): Software E volution 

Dewayne E. Perry(米) : E volving Large Systems 

H. Dieter Rombach(独): Experimentation In Software Engineering 

3. 現在の重点課題

最終日(第 5 日)には.まとめの討論が行われて，次の 4 つの項目がこれからの最重要課題であるという結論

が出された:

3・1.ソフトウェア・アーキテクチャの研究

今日のソフトウェア工学における主要な銚戦的課題は.ソフトウェア ・ システムのアーキテクチャをどのよう

に設計し ， 仕様化し.また進化させて行くかということである ソフトウェア ・システムのアーキテクチャは.ソ

フトウェアの開発および進化に対して最も強い彫響を与える情報を表現したものだからである.しかしながら，

今日.重要な設計上の意志決定をどのように下すべきか，設計の結果をどのように表現したら最も使いやすいか.

現存する設計を正確に分析し比較するにはどうしたらよいか，といったことがらが.まだあまりよくわかってい

ない .

少なくとも，次の 3 つの領域における研究が必要である:すなわち. (1)アーキテクチャを記述するための形

式的記法およびモデル. (2) ドメイン固有のアーキテクチャ . (3) アーキテクチャ情報を活用するためのツール

や環境.

3-2. システム進化への対応

ソフトウェアの進化は.これからのソフトウェア工学研究の中心的テーマになるにちがいない.われわれは，

まず.進化を前提としてソフトウェアを設計するための有効なやり方を見出す必要がある.すなわち.品質を犠

牲にすることなく(将来において発生するであろう)変更のコストを削減するにはどうしたらよいか.である.そ
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のためには，たとえば，変更を加えた後のシステムと最初の設計との一貫性をどうやって保っか，一連のシステ

ムのファミリーを開発し保守して行くための体系的方法論をどうしたら確立できるか，あるいは，変更によって

もたらされるであろう誤りの個数や影響皮を少なくするにはどうしたらよいか，といった問題が解決されなけれ

ばならない.

また.古いシステムから何を学ぶことができるかということも重要である.すなわち.リパース-エンジニア

リング(プログラム解析)およびリ・エンジニアリ ング(プログラムの品質改善)に関することがらである.

3・3. 科学的基盤の確立

他の工学分野とちがって.ソフトウェア工学は，その基盤としての科学を十分に確立することができないでい

る.たとえば機械工学の分野では，金属材料や回転板や滑車などの特性を科学的に研究し，その成果にもとづい

てさまざまなエ ンジンを製造しているのだが，われわれもソフトウェア-システムの構築にさいして，同様なア

プローチを採用すべきであろ う. つまり，ソフトウェアの部品や組立工具についての科学的研究が必要である .

そ う した科学は，部品や工具を作るさいに役立つだけでなく.それらをいつどのよ う に使うべきかをも，正しく

教えてくれるであろう.

3・4. 教育

ソフトウェア開発現場での改善を成し遂げるには，若手技術者の教育が重要である. 一般にエンジニアリ ング

の教育には， (1) 理論的基礎， (2) 実践的ノウハウ，そして (3) 仕事の組滋・管理という 3 つのポイントがある

これまで，ソフトウェア工学の教育にさいしては，どちらかといえば組織・管理面が重視され，設計技法や部品

や既存のソフトウェアに関するノウハウの教育が忘れられていたきらいがある.

若い人びとに対しては，特に，過去の開発経験から得られたさまぎまな事実，モデル，アーキテクチャ，ある

いは典型的なプログラムの内容を教える必要がある.そうすれば，すべてをゼロから再構築するようなムダを防

ぐことができるだろう.また，これらの知識をどうやって利用するかも教えなければならない.すぐれた設計を

どのようにして行なうかを教えることはきわめてむずかしいが ， よいソフトウェア ・ アーキテクチャの実例を研

究させることが，まずその第 1 歩である.

システム的な観点を学ばせることも，また，得るところが大きい . ゼロから出発して新しいソフトウェアを設

計させるのではなく.既存のアーキテクチャの中にかれらの設計をど う やって統合するかを教えたほうがよい .

それによって学生たちは，自然に再利用やリ-エンジニアリ ングのやり方を身につけることができるようになる.

そうした教育のためには.適切な教材が必要になる . 実務者が必要とするようなデータを含んだソフトウェア

工学ハンドブックを書くというのは ， 今日の教育者にとって，きわめて挑戦的な課題である .

4. その他の結論

以上の 4 つの項目以外に取り上げられ，議論されたのは次のことがらである:

4・1.フォーマル・メソヴド，言語.再利用，ドメイン知識

フォーマル ・ メソ ッ ドや特殊言語，再利用，ドメイ ン知識などのテーマは，それ自身では，研究の最終目標ま

たは問題解決にはなりえないというのが，今回のワークショ ップから得られた結論の 1 つである.それらは，ソ

フトウェア ・ アーキテクチャやシステムの進化といったより一般的な話題を支媛するトピックにすぎない .

フォーマルな手法や言語は， システムを仕様化し ， その特性を分析するために必要なものである.他方，再利用

およびドメイン知識は，ソフトウェアのアーキテクチャや設計を学ぶために必要になる .
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それぞれのドメインに固有なソフトウェア-アーキテクチャの研究は，きわめて魅力的なテーマである.とい

うのは，それによって，再利用のレベルが飛躍的に向上すると考えられるからである.ソフトウェア・アーキテ

クチャに関する科学が進歩すれば，各アプリケイション・ドメインに固有な典型的問題とそれに対処するための

ソフトウェア・アーキテクチャとの対応関係が，より明確なものになるであろう.このことは，今日まだ，ほと

んどわかっていない.

4-2. 研究の方法論

ソフトウェア工学に関する研究によって，これまで，ソフトウェアの開発や保守の諸側面を改善するための，

さまざまな新しい概念や技法 - ツールが提案されてきた.しかしながら，それらの有効性についての具体的な証

拠は，まだあまり収集されていない .

われわれは，みずからの仕事の評価という問題を，もっと真剣に考える必要がある.そうした評価を可能にす

るためには.問題をはっきり定義し，前提条件を正確に規定し，明確な仮説を立てなければならない.一口に評

価といっても，ある場合には形式的な証明や定性的な比較で十分であり，別な場合には定量的なデータが必要に

なる.また，ときには定量化が不可能なこともある.これらのさまざまなケースがはっきり区別できなければな

らない.また，実験の計画や遂行をしっかりと行い，定量的で再生可能な結果がが得られるようにしなければな

らない.とにかくまず第 1 歩として，だれもが納得できるような定量化手法を確立することである .

-・・・・......・・・・e・・・・・・・$司事噂噂噂等割，..

5. 個人的感想

このところ何年かの状況を眺めてみると，ソフトウェア工学プロパーに対する人気がしだいに落ちてきている

ことは否定できない.たとえば.私自身がしばらく前まで関係していた ICSE の場合でも.なかなかよい論文が

集まらなくなってきている . それは. 1 つには ， 個々の特定の話題への関心が脹らみ ，それぞれ独自のコミュニ

ティとして発展してきているからであろう . たとえば，ユーザインタフェイスまわりは SIGCHI. プロセスまわ

りは ISPW (& IPS) . 協調環境まわりは CSCW があるといったぐあいである.

それと，もう 1 つの大きな要因は，このワークショップでも何人かの参加者が述べているが，ソフトウェアの

開発および進化のプロセスが，従来の科学工学的アプローチでは解明できる範囲を越えてしまったということで

あろう.開発プロセスの個々のサプフェイズ(たとえば，要求分析.設計，プログラミング，テスティング. etc) 

については，その品質を改善するための特定の技法やツールを考えることは比較的容易であり，そうした研究や

開発，またはその成果の実用化・商品化はすでに充分行われてきた.

しかし.現実のソフトウェア・プロセスにおける問題は，そうした個別的かつ汎用的な技法やツールで解決す

ることのできない種類のIll-Structured な，また，それぞれのプロジェクトの文脈に依存した佐賀のものである .

私の個人的な考えでは ， ソフトウェア・プロセスのそうした文脈依存性は，プロセスのなかに含まれる人間的要

素によってもたらされるように思われる.おそらく，その解決のためには，最終的に，何らかの非・科学工学的

なアプローチが必要になるものと推測される.ソフトウェア工学の効用と限界は，そうした最後の戦いの場に敵

を追い詰め.包囲すること.それだけであろう!?

それにしても. Garmisch のときもそうだったが，今回のワークショ ップに も日本の学界・産業界からだれも

参加していなかったのは残念である.
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A neural network model as a globally coupled map and applications based 
on chaos 

Hiroshi Nozawa 
Development Division, Nikon Systems Inc., 26・2， FUlaba 2・chrome， Shinagawa・ku， Tokyo 140, Japan 

(Received 5 May 1992; accepted for publication 2 July 1992) 

First, a neural network model as the globally coupled map (GCM) is proposed. The model 
is obtained by modification of a Hopfield network model that has a negative self-
feedback connection. Second, infonnation processed by this model is interpreted in teロns of 
the variety of the maps acting on the network elements, and a new, dynamic infonnation 
processing model is described. The search for information using vague keywords, and solution 
of the traveling salesman problem (TSP) are introduced as applications. 

1. INTRODUCTlON 

Recently, artificial neural networks based on the highｭ
grade and complicated infonnation processing ability of 
the brain are being studied and developed. Typical models 
are the Hopfield network,1.2 and the back-propagation 
learning network. 3 These networks consist of veη， simple 
single neuron models. 

Aihara p'roposes a chaotic neural network mode14 that 

comprises a neuron model with chaotic response; this neuｭ
ron model is a modified Nagumo and Sato neuron model. 5 

Tsuda further proposes neural network models that use 
dynamical systems that have assigned probability being imｭ
plemented. These models are based on observations of the 
cerebral co口ex column structure. 6,7 

Conversely , Kaneko proposes globally coupled map 
(GCM) systems; GCM systems consist of chaotic eleｭ
ments that are globally coupled. He has investigated their 
dynamic behavior and infonnation processing ability thorｭ
oughly.8-12 

We consider a neural network model as one class of 
GCM systems that is composed of single neurons (oneｭ
dimensional maps) having a chaotic attractor. 

In this paper, first, as the concrete model of the same 
neural network, we propose a difference model of the Hopｭ
field network that h出 a negative self-feedback connection. 
Second, from a consideration of this model as a GCM, we 
describe a new, dynamic infonnation processing model 
that uses single neurons having various attractors. Finally, 
we introduce two engineering applications using the inforｭ
rnation processing ability. The applications are the location 
of information by vague keywords and solution of the travｭ
eling salesman problem (TSP). 

11 , THE NEURAL NETWORK MODEL AS A GCM 

A typical neural network mathematical model is proｭ
posed by Hopfield.2 The model is given by 

du; M u; u; u; 
つ..:= 1. TijVj一言+1; ，
uι j=1 、

with 

v;=g(u;) =Hl +tanh(u〆2α)}，

where, u; is the input of neuron i (i = 1 ，.・ .，M) at continuous 
time t, v; (0 <引く 1) is the output of neuron i, 1; is the 
threshold value of neuron i, T ij is the synaptic connection 
ofneuronjυ=1 ，… ，M) to neuron i , R (> 0) is the dampｭ
ing constant of the input and α( > 0) is the gain constant 
of the function g. 

If we assume that Eqs. (1) and (2) have the negative 

self-feedback connection Tii (= -T , T > 0) , then take the 
difference equation version of Eq. (1) and (2) by Euler's 
method with the difference st巴p ムt ， we obtain a neural 
network model which is in the fonn of a GCM. The model 
is defined by 
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with 

=肘( 1叶l-~! 1 +tanh(写)) 1, (5) 

wherep;(n) (0 くp;(n) < 1) is the internal buffer of neuron 
i at the discrete time n, the parameter r (0 く r< 1) and ゚  
( > 0) are given by 

r= (1 ームt/R) ，

β=α/RT. 

(6) 

(7) 

The input and the output of neuron i at th巴 discrete time n 
are ca1culated by 

u;(n) =RT{q;(n) -p;(n)} , 

v;(n) =g{u;(n)}. 

(8) 

(9) 

)
 

-(
 

This neural network model [Eqs. (3)一 (5)] is equivaJent 10 
the Hopfield network model [Eqs. (1) and (2)] with smal1 
self-feedback connection. It can also be shown to be equi\ ・

alent to the chaotic neural network proposed by Aihara4 by 
a simple variable transforτnatlon . 

When the synaptic connection Tij is given by -Tﾓ;j 

(8リ is Kronecker's delta. ), q;(n) becomes the following 
expresslOn: 

(2) q;(n)=1〆T=q; ・ (10) 
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FIG 
(b) C 

4 pen FIG. 1. Examples of one-dimensional map F91 (r=0.7 ， β=0.∞6) for a few qiare shown. The thick line shows F9/ Two parallel dashed dotled lines show 
one-dimensional rnap [Eqs. (12) and (¥3)). The dashed line drawn at a slant shows Pi( n + 1) = Pi( n). The venical dotted line shows Pμ ) =qr (a) 
q = O.O, (b) qi=0.09, (c) qi=0.25, (d) qi=0.5, (e) qi=O.65 , (f) qi=0.85, (g) qi= 1.0. 
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simple one-dimensional map: 
(12) Pi(n+ 1) =rpi(n) + (l-r) , 
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and a negative slope curved line interpolating these lines. 
The slope r of Eqs. (12) and (13) is between 0 and 1. The 

curved line has a local slope of less than -1 at the midｭ

point which is at (qi' rqi+ (1-r)/2). 

lt is cJear from the definition of the Lyapunov expoｭ
nent, that when the trajectoηof Pi( n) is generated solely 
by the map [Eqs. (12) and (1 3)], it is not chaotic behavior 
[see .Figs. 2(a) , 2(c ), 2(d ), 2(η ， and 2(g)]. When the 

straight and the curved lines are used as the map, however, 
the trajectory of Pi(n) can be chaotic [see Figs. 2(b) and 
2(e)]. The map Fqj can generate a chaotic trajectoηof 

Pi( n) due to the above-mentioned negative slope curved 
line. 

The parameter qi controls the position of this curved 
line on the coordinate axis pi(n) . τnerefore， the behavior 
of Pi(n) becomes chaotic, periodic, and fixed according to 
the value of qj・ (s田 Fig. 3). Table 1 shows the character of 

Fqj for different ranges of qi. 

Here, we can estimate the behavior of each neuron i in 
the model [Eqs. ( 3 )一 (5)] with Figs. 1-3. We can therefore 

deduce the next fact. 
ln the c出E Of the single neuron i, Fq, ls a map lndE-

pendent of time・ So Fqj causes onl)' one nonlinear transforｭ

mation. However, since map Fqj(n) is changes with time in 

the neural network, it is possible that Fqμ) induces various 
nonlinear transforrnations [for example, Fig. 1 (a) at the 

(13 ) Pi(n+ 1) =1あ・(n ) , )
 

-l
 

，
，
a
、

where qi is the control parameter. Behavior of the single 
neuron i can be described by this one-dimensional map 

[Eq. (11)]. 
Comparing Eqs. (3) and (1 1) , and Eqs. (4) and (10) , 

the mode1 [Eqs. (3)ー(5)] is recognized to be one c1ass of 
GCM systems. The characteristic of the cJass is that the 
loca1 variable is transforrned by a nonlinear map and con・

nected to other variables through the control parameter of 
the map. That is, in our neural network model [Eqs. (3)一
(5)] the map Fqj(n) that is a nonlinear transforrnation from 

p,( n) top,(n+1) is decided by Pj(n) (j手i) at each disｭ
crete tlme n. 

p ,( n+ 1) =Fqj{p;( n )} , 

111. BEHAVIOR OF THE SINGLE NEURON I 

As previously stated, behavior of the single neuron i is 
defined by the one-dimensional map [Eq. (11 )]. ln this 
section, after discussing the characteristics of Eq. (11) as a 
one-dimensional map, we shall describe the role of the conｭ
trol parameter qj in the neural network model [Eqs. (3)一
(5) ). 

Figure 1 shows examples of Fqi for a few qj, and Fig. 2 

shows their trajectories. Figure 3 shows the bifurcation 
diagram for qj and the Lyapunov exponentλr 

From Fig. 1, broadly speaking, we find that the oneｭ
dimensional map Fqj consists of two parallel, positive slope 

straight lines, 

-16 -
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FIG. 2. Trajectories about Figs. l(a )ー 1 (g) are shown. The 自ne line shows trajectory. (a) Transient tr高jectory to fixed point (ー 0.0226 ) ， λ ー0.9047

(b) Chaotic tr勾ectoη ， λ戸 O.的42. (c) 3 periodic tr勾ectoη， λ;=-0.6910. (d) 2 periodic trajectory ， λ;=0.3567 . (e) Chaotic t町民toヴ， λ;= 0.3660 . ( η 
4 periodic tr勾ecto乃\ λ ー0.2649 . (g) Trans悶nt tr匂ectory to fixed point ( 0 .9 774 )， λ戸ー0.9047

1', (n) 

neural network) at this point. Now, we can propose a new 

information processing model using the variety of Fqμ) ・

time n, Fig. 1 (b) at the time n + 1 and so on). Namely, 
since the single neuron i connects with other neurons j , 
Fq; changes to various maps Fqj(n) ・

We have found the meaning of the connection (the 

鴨'

IV. BEHAVIOR OF THE NEURAL NETWORK 

As described in Sec. III, the meaning of the neuraI 
network model [Eqs. (3)ー ( 5 )] as the GCM lies in the 

variety of maps Fqj( n) ・

In this section, after discussing the way CAM 

(content-addressable memoη' ) ， proposed by Hopfield , 1,2 

uses just two types of the various maps Fq j( n ), we shall 
describe a dynamic information pr∞essing model that uses 
a grロter variety. (fixed, periodic, and chaotic) of maps 
Fqj(n ) ・

a 

ロ

で二 0. 5
a 

A. The variety of maps Fq~n) in the CAM 

Suppose that the synaptic connection Tij is symmetric 
(Tjj= 乃) and the self-feedback connection Tjj is zero (Tjj 

= 0). Hopfield shows that in this c蹴 the model [Eqs. (1) 
and (2)] behaves in such a way that the energy function 

decreases.2 The energy function is defined by 

TABLE 1. Character ofone-dimensiona1 map Fq; (r=0.7， β= 0.∞6) for 
the rough range of contro1 parameter 9;. 

3) 
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-
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Range of 9, Character of 0∞n肘】児e.diπmen間s剖lona叫1 ma句P ん，

Having only fixed point attractors (-0) 
Having various �ed point, periodic, and chaotic 

attractors 
Having only �ed point attractors (-1) 

9;<0 
O<q,<l 

q;> 1 

FIG. 3. (a) Bifurcation diagram of one-dimens>onal map Fq; (r=0.7 , 
ß=O.∞6) for q; is shown. Two parallel dashed dotted lines show p;(n) 
=rqi+(l-r) and p;(n)=rq;. (b) The Lyapunov exponentλ; of one. 
dimensiona! map Fq; for q; is shown. The dashed line shows λ;=0. 
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C d 

FIG , 4, Vector pattems stored in the neuraJ network as the memory are 
shown , The white square shows vi=O and the bJack square shows Vi= 1. 
(a) 百le aπangement of neuron index i ( = 1 ，. ・ .， 16). (b) V民tor pattem C. 
(c) Vector pattem F. (d) Vector pattem 4. 

噌 M M M 

E=-ï エエ T;jJ均一工以

十ii ルーI (v)出 (14) 

where, the synaptic connection T ij is given by the fol1owing 
method w�h the vector patterns V' (={V' I ,...,V'M}, s 

=1 ,… ,N): 

Tij= エ (2 V'i-l)(2門-1). (15) 

From Eq. (15) , each vector pattern V' can correspond to a 
m��num value of the energy function [Eq. (14) V Hopｭ
field proposed that the model [Eqs. (1) and (2)] be used 
for the associated memoηby regarding each vector patｭ
tern V' 出 the ∞ntent of memoη. He named the informaｭ
tion processing model CAM. 

Our neural network model [Eqs. (3)ー(5)] can achieve 
CAM by using a small self-feedback connection. Then, 
how does the action of the variety of maps F qμ) decide the 

trajectory of Pi(n) at the discrete time n. 
For the purpose of simulatìon, we construct the model 

[Eqs. (3)ー (5)] of M = 16 neurons that are defined by the 
one-dimensional map [Eq. (11 )]. The synaptic connection 
T ij is decided by Eq. (15) with three orthogonal vector 
patterns (see Fig. 4). N ow we shall investigate the behavｭ
ior of the model [Eqs. (3)ー(5)] that has the small selfｭ
feedback connection T (= 1 ). 

Figure 5 shows the trajectories of the internal buffer 

.P2(n) and ps(n). Figure 6 shows that the maps F
92
(n) and 
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FIG. S. Trajectories of the intema1 bu宵'er during r民al1 of the vector 
pattem F are shown (r=0.7 ， β=0.∞6) . (a) Transient trajectory of neu・
ron 2 to 1oca! fi.xed point (ー1). (b) Transient trajectory of neuron 8 to 
b冶! fi.xed point (-0). 

Fqg(n) (n= 1 ，. ・.， 4) decide their trajectories. Figure 7 shows 

how the behavior of q(n) (={ql(n) ,…,qM(n)}) decides 

the variety of Fqj(n) ・

From Figs. 5-7, in the c笛e of recall of the vector 
pattem F， Fqnln)(il=2，3人5 ， 9 ， 10 ， 11 ， 13) converges to a 

map that is appro氾matedby Eq. (12) atthetimen (=4): 

Pi(n+ 1) -rpi(n) + (1 -r) , 

and the trajectory of Pil(n) is driven into 1. Also, Fq/J(n) 

(iO=I ,6,7,8,12,14,15,16) converges to a map that is apｭ
proximated by Eq. (13) at the time n (= 1 ) : 

Pi(n+l)-lアi(n ), 

and the trajectory of p!J(n) is driven �to O. 
The reason why the variety of Fq;!n) are described by 

just Eqs. (16) and (17) � that the self-feedback connecｭ
tion T is small in Eq. (4). The var�ble め(n) goes out of 

the region (0 く qi(n) く 1) that has the variety of Fqi(n) (see 

Fig.7). 

B. Dynamic information processing model using the 
variety of maps Fq州

As explained in Sec. IV A we can interpret the CAM 
出 a skillful information processing model using just two 

maps [Eqs. (16) and (17)] in the variety of maps Fq，{n) ・

Here, we propose a dynamic information processing 
model that uses a gr回ter variety of maps. 

First, when P i( n) is transformed by the oneｭ
dimensional map F qj [Eq. (11)] , we put the control paramｭ
eter qi to the following expression: 

qi=I〆T=0.09.

Then, we can set Pi(n) to the chaotic behavior [Fig. 2(b)] 
independent of the self-feedback connection T. 

Second, we construct the model 匹qs. (3)ー (5)] that 
has the synaptic connection T if The synaptic connect�n 
Tij is defined by Eq. (15) with three orthogonal vector 
patterns C, F, and 4. 
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Finally, we need a metbod to determine the selι 

feedback connection T. Tbe self-feedback connection T is 

chosen in such a way tbat variable q i( n) exists between 0 

andl. 
Generally, the vector pattern whicb is recalled by the 

model [Eqs. (3)ー (5)] at the discrete time n is reco伊zed

by tbe output vi(n) ofneuron i. The output is calculated by 
Eqs. (6) and (7)μIn contrast to this, we recognize the 
vector pattern by the variable q i( n) that decides the variety 
of Fq，~n) ・ Our focus is not the actual activity vi(n) but the 

virtual activity q,.(n) , namely, the variety of nonlinear 
transformations. If we take small selιfeedback connection, 
the 耳ctua1 activity vi(n) just obeys the virtual activity 

qi(n). 

Tbe vector patterns C, F , and 4 that are stored 回 the

memory have a characteristic structure; the structure is 

that there are equal numbers of 1 's and O's. 
From now on, the vector patternφ(n) 

[={4> I(n) ,…,4> M( n)}] that is recalled by the model [Eqs. 
(3)ー(5)) in the virtual level is obtained by dividing the 

variety of Fqi(n) into two, equal parts. The method of diviｭ

sion is the following simple coding using the mean of qi(n): 

p-

7) 

(19) 
[qi(n)>q • 1 

φ (n) = 1 
[qi(n) < ij • 0' 

n-I M 

q= lim →フエヱ qi(k).
n- ∞ nβ'7 1<=0 i=1 

with 

(20) 

Figure 8 shows the Lyapunov spectrumλ 
(={λl '…，λM}) (Ref. 13) for a range of values of the selfｭ

feedback connection T (10 く T<21). 

From Fig. 8, the Lyapunov spectra that have positive 
maximal Lyapunov exponent are classified into three types. 

The three types are the following: (a) large fiat structure, 
(b) smooth continuous structure, (c) pa口ially fiat strucｭ

ture. 
Next, we select typical values of T corresponding 10 

types (a)ー(c) and study the behavior of the model [Eqs. 

(3)ー(5)] there. 
(a) Large fiat structure (T = 13.1 ) 
Figure 9 shows behavior of variable q(n) 

={ql(n) ,...,qM(n)} (we call these Kaneko plots, Refs. 8-
10) , the vector pattern ゆ (n) ={4>1 (n) ,…,4>M(n)} that is 
recalled in the virtua11evel and the precision (1/p= 10一勺
dependent cluster number k"(n) (Ref. 9) that means the 

effective degrees of freedom for q(n). 

50 

FIG.7. Behavior ofvariable q(n) [={ql(n) ,…,qM(n)}, n=O，…， 5句 de
ciding the variety of F'i') (r=0.7 ， β=0.∞6) is shown. τne continuous 
lines show q" (n) (il = 2 ， 3人5 ，9 ， 10 ， 13) . The dashed lines show qρ(n) 
(の= 1,6,7,8,12,14,15,16). 
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flat structure 

(
C
}円
』
ぷ

In Fig. 9, the variable q(n) is separated into two 

groups and has almost periodic oscillation (maximal Lyｭ

apunov exponentλ 1 -0.2, Lyapunov dimension 14 Dλ -6) . 
Thus, the variety of Fq/n) is c1assified into two types, 

the vector patternφ (n ) becomes only vector pattern F and 

the cJuster number kP(n) takes the constant value (= 8) 

independent of the time n. 
Many other attractors that recall other vector patterns 

( C, 4, and so on) are obtained with different initial condiｭ
tion p(O) ={PI (0) ,…,PM(O)} . However, their behavior is 

similar. 

(b) Smooth continuous structure (T = 15) 
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Figure 10 shows behavior of q( n) ， φ (n) ， and kP(n). 
In Fig. 10, the variable q(n) separates into various 

groups, almost merge again to one group and then sepaｭ
rates again into other groups, and so on repeatedly. The 

behavior is complicated and irregular (maximal Lyapunov 

exponentλ1-0.5 ， Lyapunov dimension Dλ -15) . 

As the result, the Fqj(n) has innumerable types that are 

decided by chaotic tr勾ectory of q i( n) , in the variety of 
Fqj(n) is generated by chaos, the vector pattern t�(n) beｭ
comes a nonperiodic tirne series visiting a11 patterns C, F, 
4, ~，E..! ( 一 is reversed pattern) and the c1uster number 
kP(n) , nonperiodic, 白flu山ct凶ua幻te白s between about 9 de句gr民E巴岱sふω，心O
freedom, and about 13 degrees of freedom. 

A1though changing initial condition p(O) does not 

change the fact that a11 patterns are recalled in a nonperi・

odic time series, we find there are many attractors that 
have a different reca11 frequency of each vector pattern. 

(c) Partia11y flat structure (T = 17.2) 
Figure 11 shows behavior of q(n) ， ゆ (n )， and kP(n). 
In Fig. 11 , the variable q(n) is almost periodic in the 

way that it repeatedly merges almost into one group only 

to separate again into various groups (maximal Lyapunov 

exponentλ1-0.2， Lyapunov dimension Dλ -7). 

The variety of Fqj(n) is c1assified into six types, the 

vector pattern t�(n) becomes the periodic time series visitｭ

ing C, 4, and f, and the c1uster number kP(n) takes the 
constant value (= 9) almost independent of the time n. 

With change the initial condition p(�) we find many 

attractors that have different periods and reca11 patterns. 

We have described the dynamic behavior of the model 

[Eqs. (3)一(5)] for the typical three values of self-feedback 

FIG 目 9 ， Behavior of the variable q(n). the vector pattern ゆ (n )， and the 
clus!er nurnber kP( n) in the region [Fig , 8 (a)) (T = 13.1) are shown 
(r=0.7. ß=O ∞6) . (a) q(n). (b) 品 (n) [the syrnbol 0 means “ other" 
(not rnernory) patterns). (c) kP(n). n= 1∞ αXl.….1∞ 2∞. 
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FIG. 12. Two keywords k input to the m吋el [Eqs. (3)ー(5 ) 1 are shown. 
The white square shows k;=O and the blaclc 珂uare shows k;= 1. (a) The 
keyword C. (b) A keyword which is two Hamming distances away from 
the keyword C 
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tioned above. A search procedure using an optical system 

with chaos also has been repo口ed . \6
We set behavior of the model [Eqs. (3)一 (5)] to the 

situation in Sec. lV B (b). Here the reference information 

is six vector patterns (C, F , 4, !;, .f，丘) .

The keywords k (={k\ ,…,k M }) are input by control 

parameter qj [Eq. (18)] as fo11ows: 

T rO.08 - k j=0, 
qj=ミ= lO.09 • ki= “ nothing," 

l 0.10 • k j= l. 

12~ ~ 
1J ~ 

十竹「「1
n 

円G. 11. Behavior of the variable q( n ), the vector pattern <1>( n) , and the 
c)uster number kP( n) in the region [Fig , 8 (c) 1 (T = 17.2) are shown 
(r=0.7, ß=O.∞6 ). (a) q(n ), (b ) 似 n) [the symbol 0 means “ other" 
(nol memory) patterns) , (c) kP(川， n=1∞ αXl， .. . ， 1∞ 2∞ 
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From Eq. (21) , the model [Eqs. (3)ー(5)] behaves like 

Sec. IV B (b) under conditions that no keywords k are 

mput. 
We investigate behavior of the model [Eqs. (3)ー(5)] 

when keywords k are input. Figure 12 shows two keywords 

k that have been input. Figure 13 shows behavior of the 

variable q( n) and the vector patternφ (n). 

When the vector pattern C is given as keyword, the 
variable q(n) behaves similar to Sec. IV B (a) and the 
vector pattern t�(n) becomes C on1y (maximal Lyapuno¥' 

exponentλ\- ー 0. 2) .

In this case, when keyword k is given, the model [Eqs. 
(3)ー(5)] switches from chaotically moving around all the 

information, to outputting necessary information only 

(chaotic search process). Therefore, the model [Eqs. (3)ー

(5)] has the ability to search for information. This behavｭ

ior is simi1ar to that observed in experiments by Freeman.¥7 
羽市en we input the keyword k that is two Hamming 

distances away from the information C, the variable q(n) 
behaves simi1ar to Sec. lV B (b) and the vector pattern 

ゆ(n) visits all stored patterns (maximal Lyapunov expoｭ

n巴叫ん -0.3 ， Lyapunov dimension D). -13). 

We notice though that information C is recalled the 

most. lt shows that the information C has the shortest 

Hamming distance to the keyword k. When we input keyｭ

words k , corresponding to patterns which are not stored 匤 

the network unhelpful reference systems say “ nothing." 
Howe、'er， this model switches to chaotic search and the 

information c10sest to the keywords k is reca11ed most freｭ
quently. As a result, we obtain substitute information. 

We investigated situations where one keyword k is 

given that has the same Hamming distance to information 

(21 ) 

connection T. In particular, behavior of case (b) may be 
related with “ chaotic itinerancy，"か8 ， 15 an expected 

universal phenomenon in chaotic dynamical s)引ems that 

have a gr回t deal of freedom. 
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V. APPLlCATIONS FOR THE DYNAMIC INFORMATION 
PROCESSING MODEL 

The dynamic inforτnation processing model, which is 
the network model [Eqs. (3)一 (5)] plus the coding and 

parameter selection described in Sec. lV, has various inforｭ
mation processing abi出li山tle鈴s due tωo t白he use of the variety of 

map戸s Fq州，バμ4かn叶1
a叩ppμli吟ed example岱sa出S follow5: (a) t出h色 search for information l 

using vague keywords, (b) solution of the TSP. 
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A. The search for information using vague keywords 

The information (reference information) memorized 

in the database of a ∞mputer is s回rched for by the input 

of associated keywords. When we search for the informaｭ

tion, the associated keywords must be specific. The more 

information there is stored in the database, the more deｭ
tailed the keyword instructions need be. The procedures 

which specify these keywords become increasingly difficult. 

Conversely, if the access information is vague, it is 

di伍cult to specify keywords adequately. Suppose one inｭ

puts a wrong keyword, reference systems that are not userｭ
friendly say “ nothing" in the worst c出e， although inforｭ

mation exists within the system. 

The search for information using vague keywords, us・

ing the information processing ability of the model [Eqs. 

(3)ー (5)] aims to solve the two difficult problems men-
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and the total path length term E2 (n ), 

11' ". JI' 

E2(n) = エエエ d;jJik(n){Vjk ，"， l (n) +Vjk_l (n)} , 

C and F, and we obtained the result that C and F are 

recalled the most frequently. 

ln this section we showed examples of search for inｭ

formation using vague keywords. Although they are on a 
veη， sma1l scale, for the total information amounts to only 
six pieces, the search ability of the model [Eqs. (3)一(5)] is 
expected to solve the two information access problems 

mentioned at the beginning of the section. 

(24) 

where vik(n) is the output of each neuron ik at tbe discrete 
time n , dij is the constant value of distance from the city j 

to i, v/J(n)=viN(n) and viN+l(n)=vil(n). 

From Eqs. (22)-(24) , the synaptic connection Tikjl 

and the threshold value Iik of the model [Eqs. (3)ー (5)] to 

solve for tbe TSP are decided by 

(25) 

We solve the TSP of N = 10 cities by controlling the 

self-feedback connection T by the model [Eqs. (3)ー(5)]

that is composed of M = 1∞ neurons. 

The city coordinate va1ues use Hopfield's original 
data19 (see Fig. 14). Th� constant va1ues A and B are both 

1 in Eqs. (25) and (26). 

The solution for the TSP is obtained from the follow. 

ing vector pattern <� (n) [= {ゆ 1 1 (n) ,…'<ÞNN(n)}] that is re. 
called in the virtual level: 

78.R(}';;. 

[qik ( lI ) >q(n) ー 1 ，
O此 (n) = I 

Iqik(n) く q(n) → 0，

The TSP is defined as the task of the salesman visiting 
all the N cﾌties on his list once and once only, and returning 
to his starting point after traveling the minimum possible 

distance. That is a classic combinatorial optimization probｭ
lem (NP complete). 

Hopfield proposes a solution with high speed and good 

approximate accuracy for the TSP using the model [Eqs. 
(1) and (2)], and he shows an example solution using a 

concrete number N (= 10) of city coordinate values. We 
can also solve the TSP by the model [Eqs. (3)ー (5)]. 

First of all, the expression for the solution of the TSP 
uses the same method proposed by Hopfield (neurons ar・

ranged in NXN grid patterns, the visiting order N indiｭ
cated by lateral position, the city names N indicated by 

longitudinal position, so each neuron is expressed by the 

suffix of city name iJ= 1,…,N and the suffix of visiting 
order k , 1= 1 ， . ・ .，N).

Next, after this expression, the estimation function 
E( n) is decided by the constraint te口n E1 (n) and the total 
path length term E2 (11) as follo¥¥'s: 

B. Solution of the TSP 

(26) 

Tikjl= -A{�j( l-�/) +ﾓkl( 1-�ij)} 

-Bdij(-ﾓlk+l +Ólk-l) , 

Iik=A. 

FIG. I 
(3 )ー ( 5

model 
other= 
(best= 
=0.2劣

(27) 

where q(n) is the tenth value of qik(n) in order of dec了間・
ing size at each time n. 

Figure 14 shows city coordinate values and the best 

three routes of travel. Figure 15 shows the solution abilities 

E(n) =HAE, (n) +BE2(n)} , 

where A and B are positive constants, the constraint term 
E1 (n) is defined by 

(22) 

-22 -
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(3)ー (5)] always visits the best route within 2∞-3∞ 

steps. Clearly, the solution abiIity of the model [Eqs. (3)ー
(5)] is better than Eqs. (1) and (2). 

Figure 16 shows behavior ofthe variable q(n) and the 

estimation function E( n) with the vector patternφik( n) 

substituted for the output vik(n) in Eq. (23) when the best 
route is recalled by the model [Eqs. (3)ー (5)] 

In Fig. 16, the search for the solution of the TSP is 
divided into two processes, one is transient search by 

strong chaotic state (Dλ- 10) , the other is recall by w回k

chaotic state (Dλ-3). 
This is similar to the behavior of the model [Eqs. (3)ー

(5)] on the condition that the coπect keywords are input 

in Sec. V A. This is a characteristic of the model [Eqs. 

(3)ー (5)] when it is appIied to solution of the TSP. 

FIG. 14. (a) 10 city (A-J) coordinate 、'alues (Ref. 19) are shown. (b) 
Be5t route. (c) Se∞nd best route. (d) Third best route. 

of the Hopfield model [Eqs. (1) and (2) ] (using the 

method of slowly increasing the gain constant to get the 

best performance) and the model [Eqs. (3 )一(5)] (T 

=1.3). 

Here, the initial condition p (0) [= {P1l (0)…,PNN(O)}] 
is chosen by independent random numbers, so that the 
constraint term 同. (23)] becomes O. The cutoff time for 

solution is 1αn 

Each circ1e graph in Fig. 15 shows the recall frequency 

of the best route, the second, the third, and other good 
routes and the bad routes [Eq. (22)*0] obtained with 
l∞o different initial conditions p(O). The model [Eqs. 

to 

VI. SUMMARY AND DISCUSSION 

After we suppos巴d that the Hopfield network model 

[Eqs. (1) and (2)] has a negative self-feedback connection, 
and took the difference equation version of Eqs. (1) and 

(2) by Euler's method, we obtained the neural network 

model [Eqs. (3)ー (5)] as one c1ass of the GCM. 

The characteristic of the model [Eqs. (3)一(5)] as a 

GCM is that the local variable (we call it the internal 

buffer of a neuron) is transformed by a nonlinear map that 

connects to other neurons through the control parameter 

[Eq. (10)] of the map. 

One-dimensional maps [Eq. (11)] that describe the be・

havior of the single neuron were investigated for their deｭ

pendence on the control parameter [Eq. (10)]. The map 
[Eq. (11)] has many kinds of attractors (fixed points, peｭ
riodic, and chaotic) when the parameter [Eq. (10)] exisLs 
between 0 and 1. 

As a result, information can be processed by the model 
[Eqs. (3)ー (5)] using a variety of maps (network eleｭ

ments). 

民 0附

FIG. 15. (a) SoJution abilities of the modeJ [Eqs. (1) and (2) and Eqs. 
( 3)ー (5)] for the TSP a陀 shown (r=0. 7 . β=0.∞6 ). (a) AbiJil)' of the 
model [Eq. (1) and (2)] (best= 14.3%. second=5 . 5 'lも . third=1.l%. 
凶m=78.8% ， and bad=0.3%). (b) Ability ofthe mode¥ [Eqs. (3)ー (5)]

(besl=94.7%. s氏。nd=2.5% . third=0.5%. other=2.1%. and bad 
・0.2% ).
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From this point of view , first of aU, we investigate the 

CAM. The CAM can be inte叩reted ぉ an informat>on
prωessing model w hich uses just two maps [Eqs. (16) and 

(17)] in the variety of maps. 

Next, we propose a dynamic processing model that 

uses a gr回ter variety of maps and we investigate dynamic 

behavior of the model [Eqs. (3)ー(5)] . The dynamic behavｭ

ior (information processing ability) of the model 匹qs .
(3 )ー (5)] is classified into the following: (a) recall of only 

one stored memo門 in the weak chaos state, (b) all stored 
memories are recalled nonperiodically in the strong chaos 

state, (c) some stored memories are reca1led periodically 
in the chaos between (a) and (b). This inforrnation proｭ

cessing ability (a)一 (c) 回n be classified by the structure of 

Ly叩unov spectrum. 

Finally, two examples of engineering applications are 
shown as follows: (d) the s巴arch for inforrnation using 

vague keywords, (e) sol ution of the tra veling salesman 

problem. The ability of the model [Eqs. (3)ー(5 )] is better 

than Eqs. (l) and (2) for both (d) and (e). From this 

result, we 回n mte中ret that the complexity of the problems 

1S over∞me by the variety of maps. 
One class in the GCM systems (for example, our neuｭ

ral network model) is expected to be applicable to many 

information processes on condition that the elements of 

GCM have various attractors. We have to consider how to 

quantity prope口ies such as “ variety of maps" in order to 
evaluate the quantities which characterize dynamic behavｭ

ior in the GCM and which 回n be used to estimate perforｭ

mance in these applications. 

The control parameter of the maps in our neural netｭ

work model can be driven by chaotic trajectory [Sec. IV B 

Seamail Vo1.7, No.l1-12 

(b)). This approach should be compared and contrasted 

the dynamical system6.9.20 that has a countable number of 

map control parameters which are chosen with "'~nain 

probabilities. 
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Discussion about LPF Appearl Seama゚  Vol.7, No.ll・12

rLPF アピールをめぐって(続き )J を読んで

回答者 No.13

SEAMAIL Vo1.7 No.2 の私の投稿に対して

SEAMAIL Vo1.7 No.3 にコメ ントを寄せていた

だきありがとうございます.コメントに対するコメ

ントをいたします.

1.新田氏の意見

原コメント 1: r 回答者 No . 13 さんは~ r ソ フト

ウェア 』 について全く勘違いしている. ~ LPF が特

許に反対しようとしているのはたとえばものの考

え方とかアルゴリズムである」

弘のコメント1: 私は自分の投稿を読み返してみ

ました表現を変えてアルゴリズム(ロジック)をい

ただくとしたら 」 というように ， 私がアルゴリズムに

ついて述べているのは明らかだと思います.

1{コメント 2: rNo . 13 さんは ，一太郎が売れてい

るのは現行の特許法のおかげだと主張されているが.

全くその通りである . そしてそれは」

怠のコメント 2: 念のために言っておきますが，一

太郎そのものは特許出願をしているかどうかは知り

ません.もし特許出願していなければ，ソースコード

さえ入手できれば改作はできます.ソースコードを

入手するのは会社機密の点で困難でしょうけどね .

1{コメント 3 : r そしてそれは，現行の特許制度が，

LPF が反対しているソフトウェアの特許をほとんど

認めていないからだ」

弘のコメント 3 : 現行の特許制度は.ソフトウェア

の特許を認めています.日本でも大量に出願されて

います .

原コメント 4: r 個人が買えるような価格では到底

販売できなかっ ただろ う 」

弘のコメント 4: 特許は買い手が商売になるとい

う前提の元で，特許料交渉をするので，こういうこと

にはなりません .買い手がつかなければ，特許権者は

収入を得る機会を失いますー

原コメント 5 : r ハードウェアの特許には，あまり

にも基本的なものは誰にでも既知 ・ 自明であるとわか

る(したがって特許としては認められない)という安

全弁があるからだ J

怠のコメント 5: 私は既知-自明な(したがって特

許としては認められない)アイデアを論じているの

ではありません.基本的でも新規性・進歩性のあるも

のは特許になります.ハードウェアもソフトウェア

も遣いはありません基本的特許は良い特許だ J と

いうのは私だけの見解ではなく.特許の世界の真理 ・

常識なのです.

原コメント 6 : r 残念ながらソフトウェアでは，ソ

フトウェア技術者にとって自明であることが特許の

審議を行う者にとっては自明でないということが少

なくない」

怠のコメント 6: 審査官を馬鹿にしてはいけませ

ん.ソフトウェア特許も 10 年以上の歴史があるの

です.特許出願資料については現場の人間よりも数

多く目を通しています.もちろん，審査官は現場の人

間ではないので，ハードウェア特許の審査官であって

も現場で自明既知のことを把握できません.それで

現場の人間が異義申立てすることによ って. 既知のア

イデアの特許出願をつぶすのです.

原コメント 7: r ソフトウェアに関する知識の欠如

を~ソフトウェアは本質的にハードウェアとは異な

るということを認識し」

怠のコメント 7: みなさんが特許制度についてあ

まりにも経験が浅く ， 例外的な事を取り上げては，そ

れがソフトウェア特有の問題だと騒ぐので.私として

は「それはソフトウェア以前の問題で，特許制度の普

遍的な部分の勉強不足だ J と 言わざるを得ません.み

なさんが真にソフトウェア特有のことを述べるよう

になれば，私もハードウェアの話は取り止めますが.

2.An Objection，回答者 No.24 :

原コメント 1 ・ r~の表現を著作権によって保護し

ようというのが，現在のプログラム保護の立場であろ

っ J

怠のコメント 1 : 何度言ったら分かるのでしょ う

か.プログラム保護は普から著作権法と特許法の両

方で実施されているのです . こんな現状認識で議論

してもらっては話が進み ません .

1{コメント 2: FSF がこれまで行って来た努力に

は敬意を表せざるを得ない. ~ FSF に対して有形/
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無形の支媛をこれまでもしてきたし

怠のコメント 2: FSF はノンビジネスの団体なの

ですよ ノンビジネス指向の NO .24 氏が彼らを支持

するのは勝手ですが，ノンビジネスの人達がビジネス

の世界の指図をするな，と私は主張しているのです.

経済原則が成り立たないような主張は許容できない

のです.

NO.24 氏が FSF のことを良 く知っているのなら .ス

トールマン氏が何で収入を得ているのか教えて下さ

い.彼がビジネスの世界の法律に口出しをする権利

があるかどうか論証して下さい.

原コメント 3: 哲学 ・ 数学. XOR~ 

怠のコメント 3: これは初歩的な論法であって，ソ

フトウェア特許が 10 年たって大した問題が起きて

いない現実に対しては無力です だれも基本的な数

学の特許を出願したりしていません.今さら基本的

な数学で，既知でないものは残っていないのです.学

者は特許手数料を払えないので，特許出願をしませ

ん.企業側は忙しいので.商品に密着した基本的特許

しか出願しないのです こういう議論をするなら，基

本的数学が特許出願されて困ったという事例を挙げ

ていただきたい.そんなものは滅多にないのです .

線形計画法のカーマーカー法特許も基本的数学では

ないので.回避策はあり得ますし，金を払えば使える

ので，何も困っていないのです.

3. まとめ

1) 権利保護を採用しでも.権利不保護を採用しで

も，どちらも不都合な点は出ます.これは単純に白黒

のつかない意思決定問題なのです.権利保護による

欠陥は我々情報機器メーカも十分に知った上で大し

たことはないと判断し.権利保護を支持し，実践して

いるのです .

2) LPF の意見は少数意見なのに，どうして日本で

はみんな彼らに同調するのでしょうか.おそるべき

ワンパターンですね.米国だったら少なくとも半分

に意見が分かれるはずです.国民性の遣いを感じま

す.判官ひいきになりやすいのでしょう.

3) ソフトウェア特許というのは我々情報機器メー

カが賛同し，特許庁に働きかけて体制を強化してきた

ものです.実績も 10 年以上もあるのです.こうい

う我々を論破 し，しみじみと納得させるには，ハード

ウェアも含む特許制度の普遍的な性質と，ソフトウェ

SeamaU Vol.7, No.ll・12

ア特許の実績について，もっと勉強する必要がありま

す . LPF の程度の論理展開では門前払いです.これ

までの議論は，参考文献のない新規性の論証されない

論文と同じであり ， 説得力がありません.
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Quick Responce to Mr .13 

新田稔

SEAMAIL の編集長から「いま書いてくれれば一

緒にのせられるかも」とのことでしたので，短いジャ

ブを打たせていただきます.

No.13 さん 一太郎は)もし特許出願していなけ

れば，ソースコードさえ入手できれば改作はできます

新聞の反論: どのように巧妙に行なおうと，オリジ

ナル全体を涜用するようなソースコードの改作は，プ

ログラムの表現を保護している著作権法に抵触しま

す これに対して， (ソフトウェアの〉特許法は，表現

の背後にあるアイデアを保護しようとするものです .

このようなことを言って，パッケージ-ソフトの開

発-販売元を不安に陥れ， LPF に同調させないよ う

にするのはやめて下さい.たとえば， GNU のソース

コードは誰でも手に入れることができますし，また特

許登録されていないでしょう. NO .13 さんがおっ

しゃるようなコピーとその販売は合法的に可能です

か?

前回も書きましたが， LPF が反対している のは，

個々のプログラムの保護ではなく，基本的なアイデア

の独占です .

No ， 13 さん: こういうことにはなりません.買い

手がつかなければ，特許権者は収入を得る機会を失い

ます.

新聞の反諭: 採用してもしなくても良いという特

許ならばそうですが，その特許を採用しなければ製品

が成り立たないというような基本的なアイデアが独

占されていたなら，法外な金額を支払うか，あるいは

製品出荷を断念しなければならなくなります.

No.13 さん 基本的特許は良い特許だ」というの

は私だけの見解ではなく ， 特許の世界の真理・常識な

のです.

新聞の反論: ある日気がついたら当たり前のもの

が特許になっていた.それは異義申し立てしなかっ

たのだから仕方ない.なんでいうのが，本当に良いこ

となのでしょうか.世の中，まず特許がある，のでは

ありません.エンド-ユーザ.現場の人，ハードウェ

ア，ソフトウェア， ... があって，そしてそれらの利益

と発展のために特許制度はあるのです . その目的に

排反するのなら，特許の世界の真理・常識を変えてい

ただかなくてはなりません.

No.13 さん: 審査官を馬鹿にしてはいけません _00

それで現場の人間が異義申立てすることによって，既

知のアイデアの特許出願をつぶすのです.

新聞の反誼 JISA では周知慣用技術集なるものを

準備しているそうです.もし現状の審査官に充分な

知識がある，また審査手続きの見直し後もあとからの

異義申立てで特許出願をつぶすことができる，という

のなら，そんなものは不要ですね. (アメリカからの，

日本の特許審査期聞は長過ぎるので短くせよ，という

外圧によって，特許庁では.出願公示や異義申し立て

の手続きをなくし，内部審査で OK が出た時点で登

録することが検討されているらしいです)

No.13 さん: ソフトウェア特許も 10 年以上の歴史

がある

新聞の反論: 昭和 60 年の著作権法の改正によりソ

フトウェアは著作権で保護されることとなったが，そ

れから 7 年経った昨年，特許庁で特許審査基準全体

の見直しの一環として，コンビュータ-ソフトウェア

関連発明審査基準の作成が始まったことにより，よう

やくソフトウェアの特許について本格的な議論が始

まった，というのが現状のようです .

NO . 13 さんがおっしゃっているのは ソフトウェア

を一つの装置として構成した特許のことでしょうか.

参考資料: 知的財産権セミナー講演 JISA 会報 29

1992.10 (社)情報サービス産業協会

新聞から SEAMAIL 護者の皆さんへ: 健全なソ

フトウェア業界の発展やユーザの利益のためには，現

在周知慣用であるソフトウェア(のアイデア，アルゴ

リズム)に加え，将来当たり前になるものも含めて，

誰にも独占されず，みんなで自由に活用する権利を今

確保することが必要でしょう.企業間競争は ， ノウハ

ウ.生産性，顧客サービスなどでお願いします.新し

いソフトウェアを開発，またはアイデアやアルゴリズ

ムを発見されたときには，なるべく早くソフトウェア

のショーや学会の研究会などの公の場で公表しま

しょう.新規性をなくして特許出願できなくするこ

と.または異義申し立ての根拠になります.
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フ リー ・ ソフトウェアとビジネス

回答者 No.24

回答者 No . 13 氏のコメ ン トを読ませていただい

た 私自身は，小さなソフトウェア ・ ハウスの経営者

として. FSF の活動を影ながら支持するものである

が ， この機会に. No . 13 氏への再反論を兼ねて，フ

リー ソフトウェアあるいはパブリック・ドメイン ・

ソフト ウ ェアがわれわれの商売にとってどのような

(プラスの)意味を持っているのかについて，考えてい

ることを述べさせていただこう.

コ ン ビュータプログラムを文学作品や音楽と 同様

に「著作権」で保護することの問題点は，すでに十分

理解されて い るはずです . 生きているソフトウェア

は.著作権を無視した改変や修正を加えないかぎり使

いものになりません.アメリカの不当な政治的圧力

でつぶされた MITI のプログラム権法は，その欠陥

を若干なりともカバーする試みであったと考えられ

ます . 一方.特許による保護の持つ問題点は FSF ア

ピールに示された通りです.コンビュータが登場す

る以前の「昔から J 存在していた法律(または社会シ

ステム)でプログラムの保護を扱うのは，あくまで間

に合わせでしかないと思います .

FSF 自体は，たしかに非営利組織であり，支持者た

ちの経済的援助によって活動しています.そうした

支持者たちの多 く は.私と同じように，ソフトウェア

を商売にしている人間です . No. 13 氏の思考論理に

したがえば ， ソフトウェアで飯を食っている人聞が，

ソフトウェアを無料で配布する団体を支援するのは

矛盾だ，ということになるのでしょうが，そうではあ

りません .

FSF のプロダクトであるエディタやコンパイラ，

あるいはデバッガは，いま，世界中のたくさんのプロ

グラマによって使われています また，たくさんの

ハードウェア・メ ーカが自社製のマシンにそれらを搭

載しています(文面から察すると No. 13 氏もメーカ

の方のようですが，きっと，おたくの WS にも GNU

のソフトウェアが載っており ， 社内のプログラマも，

またユーザも，それらを毎日使って仕事をしているは

ずです) .

そのことは，たしかに.われわれにとって，もし

GNU がなかったら存在しえたであろう エディタや

コンパイラまたはデパ 、y ガのマーケットを消し去っ

てしまったというネガティブな効果をもたらしまし

た.しかし，その一方で，そうした高品質の基本ソフ

トウェアが無料で世の中に広まることにより，コン

ビュ←夕の応用範囲を拡大し，もっと大きな新しいソ

フトウェア・マーケットをわれわれにもたらしてくれ

ているのです.

Stallman 氏自身も . GNU マニフェストの中で，そ

のことをはっきりと述べています . 現在 FSF に有形

無形の支援を送っているプログラマやソフトウェア ・

ビジネスマンたちはソフトウェアの使用を制限す

ることで金を儲ける」のではなく基本的なソフト

ウェアの使用を無制限にすることによってビジネス ・

チャンスを広げる」というかれのアイデアに賛同して

いるのです .

ダウンサイジングおよびオープン ・ システム化とい

う潮流は，ソフトウェア ・ ビジネスのスタイルを大き

く変えようとしています.この新しいソフトウェア・

マー ケ ッ トが . GNU. X-Window のようなフリー・

ソフトウェアまたは J'Ìブリック・ドメイン・ソフト

ウェアによってどんどん広がっていることは，だれに

も否定できません.

最近では . EC の ESPRIT プロジェクトで作られ

た開発環境の標準基盤ソフトウェア PCTE の仕様

が，やはりパブリック・ドメインに公開されています

し. UC パークレイから生まれた組込型コマンドイ

ンタプリタとその拡張ライブラリ Tc1rrk が，全世界

のコンビュー タ ・ ネットワーク上のボランティアたち

の熱狂的な協力を得て，対話型アプリケーション開発

における新しい標準としての地位を獲得しつつある

ようです.

そうした時代のながれの中で ， 特許や著作権などの

古い(産業革命当時に考えられた)社会制度で物事を

処理しようというのは，いささか無理なのではないで

しょうか?
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バーチャル世界からの誘惑

白井義美

(日本電子計算)

コンビュータの画面の向こうに新しい世界が見え

はじめた.自分の前に置かれたパーソナル・ワークス

テーションを基地として，各地に設置された大型コン

ビュータやあらゆる人のワークステーションとネッ

トワークでつながれ，大容量のデータが高速に伝送で

きるようになったら.我々はいまだかつて経験したこ

とのない新しい世界を獲得できるだろう.このよう

なネットワークを経由した情報交検では，会議などの

ようにリアルタイムに行う方法と.電子メールのよう

に時間に拘束きれない方法を都合に応じて使い分け

ることができる . 我々はパーソナル・ワークステー

ションとネットワークを手に入れることによって.ょ

うやくコミュニケーショ ンにおける時間を コント

ロールできるようになってきたのだ.

既に現実世界ではリアルタイムの代表である電話

を留守番機能や FAX を使って，またラジオやテレビ

ではテープレコーダやビデオを使うことによって時

間の制約から逃れてきた.マルチメディアに対応し

たパーソナル ・ ワークステーションでは音や映像を利

用することによって画面上で相手の顔を見ながら話

をし，その上にワープロやドローイングツールなどで

書き込みながらリアルタイムの情報交換が可能なの

だ . そして，蓄積された情報の取り出しゃ保管など

の.時間を超えた情報交換をも自在に組み合わせるこ

とができる.

このように優れた GUI を備えたパーソナル・ワー

クステーションによるマルチメディア・ネットワーク

は.現在のコミュニケーション環療における時間と空

間と経済的な制約から我々を解放してくれるであろ

う.例えば.地球上のあらゆる著作物を蓄積した電子

図書館から大容量通信で.好きな時間に好きな本を好

きな大きさの文字で読む(ビデオを見る，音楽を聴く

なども含まれてしまう)世界は，本やビデオの出版や

配送.販売などに伴うコストを革命的に減らしていし

まうだろうし，記憶することが勉強の一部(すべて? ) 

であった時代はもはや昔の語り草となるであろう.

考えてみれば，本に限らずラジオやテレビ，ビデオ.

レコードでも，現実世界でなくバーチャルな世界を介

した情報伝達であるにも係わらず，もう我々の生活か

ら切り放すことなどできないくらい生活に溶け込ん

でいる.すなわち.本は著者からのバーチャルな記号

による情報伝達手段であるし.レコードはバーチャル

な演奏会場だと考えられる.

ところで. Macintosh におけるドライブゲームと

して有名な VITTE! に見られるように.現実の市街

に似せた道路を現実に近い動きをする自動車を選択

して運転するゲームなどは.さらに高密度で綴密に作

れるようになれば非常にリアリティがある世界とな

る.この環境(つまり画面上)で，車を降りて希望す

る店に入り.展示されている商品を選択するとネット

ワークを通じて実際にショッピングすることができ，

数日後に宅配便でその商品が届けられるような事態

カf一般的になると.一体どこまでが現実社会なのか区

別することに意味がなくなってしまうであろう(パソ

コン通信の「電子モール」の発展型である). 

現在でも画面によるバーチャルな環境は，宇宙船の

操縦やフライトシミュレータなどのように.現実の世

界で操作することが難しい状況で実行してみる場合

には欠かせないし.マニュピレータを用いた海底や原

子力発電所内部の操作などはバーチャルと現実の交

錯した世界を切り開くものであるとも言える.将来

のバーチャルリアリティの世界において，最も有効な

利用目的の一つはやはりセックス産業であろう(大阪

人はこれやから困りまんな).何といっても.バー

チャルな世界と高度なロボット技術を組み合わせる

と.最も好みのタイプの異性と好きな場所で自由に

セックスすることができるし，何よりもエイズの心配

がいらないというすばらしい特徴がある.また，現実

世界で結婚する前にフィアンセとバーチャルな世界

で生活をおくってみて，うまく行けば茨実世界で結婚

するというような現実的な( ? )応用も可能となる.

海外旅行だって.現実世界の退屈な飛行時間やつま
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らない入国管理の行列，不愉快な風雨，おまけにすり

や泥棒の危険などにおびえながら行く旅行より，自分

の見たいところだけを効率良く見学 l. 本来入場でき

ないような場所に自由に入り，いつでも専門家の説明

を聞けるようなバーチャル世界の旅の方がはるかに

楽しいかも知れない.現在でもそれに近い体験はた

くさん経験している . 実際に甲子園の狭い汚い椅子

で野球の応媛をするより.家庭でビール片手にテレビ

で応援する方がはるかに便利で楽しい場合だつであ

るのだ.だって球場では試合の解説がないし，何と

言ってもリプレイが無い.

ある出版社では，依頼者の要望に基づいてその人を

好みの主人公にしたバーチャル小説を書いて出版し

てくれるそうだ.多分そのシナリオの中では依頼者

は英雄であり，現実世界で果たせなかった様々な体験

をすることであろう . また，バーチャル・ファミリー

という商売が現実に存在している . その商売とは，老

人のために愛情の無い現実の家族に代って同じ家族

構成のスタッフが指定された日にバーチャル家族と

して暮らしてくれるのである . その老人にとっては

金をせびりにくることしか考えないような薄情な現

実の家族が訪ねてくるよりも，優しいバーチャル家族

と過ごす方がはるかに素晴しい一 日を体験できるの

であろう

さて ， あなたが働いている現実世界はどうであろう

か? 会社における係長や課長，部長などと言う肩書

を持った人は，特定の組織の中でしか通用しないバー

チャル世界の奴隷ではないのか.大学という閉じた

世界の講師や助教授，教授はバーチャルな権力闘争に

大切な現実時閣を浪費してはいないだろうか? は

たまた試験などという仮想の評価基準に洗脳され.

バーチャルな学歴を得るために現実の青春を喪失し

かかっている学生もいるだろう . おまけに.合格祈願

のために神社で手を合わす受験生，彼はそこにバー

チャルな神の世界を想定しているはずだ.ディスコ

にしけこみ音と光と酒で現実から逃避している若者

も，ウォークマンでシャカシャカ音をまき散らしなが

ら電車でマンガを読んでいる学生も，赤堤灯で熱かん

を引っかけ大声で愚痴を言い放っている中年おじさ

んも，みんなバーチャルの世界に迷いこんでいるので

はないのか?

Seama゚ Vol.7, No.ll-ll 

つまり，バーチャルな世界はもう既にあなたが現実

の世界で普段に体験しているわけで，別にコンビュー

タを利用したからと言って特別視する必要は無いの

である . むしろ ， バーチャルな世界でこそあなたはい

きいきと生きている実感を感じているのかも知れな

い.そうであるなら，もはや遠慮することは何もない

ではないか.我々は知恵の限りを尽くしてありとあ

らゆるバーチャル世界を創造し，二度と現実世界に

戻ってくるのがイヤになるような素晴しい電子空間

を作るのだ.そこで，現実世界では不可能なあらゆる

体験をし，現実世界では得られない快感を味わい，現

実世界では一回しか経験できない死さえ何度も体験

できるのである. (大宇宙の神は人聞にも輪廻転生を

与え給うたようだが，さではこの世はもともとバー

チャルであったのか)

ところで，今自分は現実世界にいるんだっけ，それ

ともバーチャル側にいるんだっけ? あ，ヤな上司が

いるな . ちょっと銃を取り出して一発発射.まさか

本当に死んだのじゃないだろうな? あれ，画面の向

こう側で上司が笑っているぞ.ヤパイ.電源を切る

つもりだ! . ...プツン.
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Book Review 特集

SEA会員の方々の手になる書物が，昨年から今年にかけて何冊か出版されました.そこで.臨時のBook Review Staff を

編成して ， 書評帽介特集を組んでみました(編集部).

きまぐれプックレビュー

酒匂寛

(SRA@ 美国濠.郷)

ふと思い立って社内ネ ッ トの掲示板に投稿した雑

文が SEAMAIL 編集長の目にとまって ， ここに誘拐

される羽目になってしまった . 若干手を入れたが，も

ともとは印刷を意図したものではなく.揮発性の電子

文字の遥なりでしかないことを了解されたい .

[1] Pankaj Jalote , "An Integrated Approach to 

Software Engineering ," Springer-Verlag , 1991 , 

ISBN 0-387-97561-6 

別に Yourdon の "Decline & Fall of the Ameriｭ

can Programmer" とい う 本( [2] を参照)に「印度人

には気をつけろ」と書いてあ っ たか らではないが，最

近 ， 印度人 Pankaj Jalote の書いた "An Integrated 

Approach to Software Engineering" という本を手

に入れて読んだ.

この本は，ひとくちでいえばソフトウェア工学

実習書」である.要求定義か ら始まってテストにいた

るまでの，さまざまなトピ ッ クをカバーしている.本

書がユニークなのは.ある 1 つの比較的大きな(解が

自明ではない)問題を取り上げて ， すべてのトピック

の中で ， それをケーススタディとして掻い ， そこでの

解を検討していることである.

最初から最後まで同じ例題を使い続けるため，読者

は，ある問題がどのよ う にまず分析され，作業が見積

もられ，設計され，実装され .. .とい う 過程を一貫し

た目で観察することができる.大きな目次を示すと，

以下のようになる :

1. Introduction to Software Engineering 

2. Software Requirements Specification 

3. Planning a Software Project 

4. System Design 

5. Detailed Design 

6. Coding 

7. Testing 

もちろん，ただ例題を解いて見せるだけでなく，そ

れぞれの場面場面で適用可能なさまざまな手法にま

ず言及し，最後に問題を実際に解くという姿勢を貫い

ているため，非常に読みやすい . 3 . では ， 見積りにも

言及している.さすがに，この部分は歯切れが悪くな

るが，既存の手法 (COCOMO 等)の限界を解説し

たりしている.

全部で 370 ページ程度の本である . たとえば新人

教育等に用いると ， 非常に効果が大きいと思われる .

[2] Edward Yourdon "Decline & FaU of the 

American Programmer ," Yourdon Press , 1992, 

ISBN 0-13-203670-3 

構造化分析の元祖(本家，家元. whatever) の 1 人

である著者による「狼が来たぞ J ブック.アメリカ人

読者の受けを狙い過ぎているためか，過剰に第 3 国人

プログラマ達を持ち上げている.たとえば，妙に

SIGMA を持ち上げて書いているので ， いささかなり

とも近年の騒動の内幕を知る身としては.居心地が悪

い . [1] の項でも書いたが印度人には気をつけろ J

と強調している . いわく「かれらは形式的開発手法に

長けているわいわく 「 優秀な人材が大学ではなく企業

に入り込んでいる J. いわく「英語で仕事をすることに

障害がな~) J . ゆえに，このままでは . (概して怠惰な)

アメリカ人プログラマ(あるいはソフトウェア企業)

はほどなく没落し，自動車のよ う に輸入品が幅をきか

せるよ う になる . そ う なる前に ， これだけの準備をせ

よ.

というわけで，これだけの「準備 」 として取り上げて

いる話題は，結構まともである . たと え ば，以下の通
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り

Peopleware 

Software Process 

CASE/Automated Tools 

Software Metrics 

JAD , RAD , and Prototyping 

Structured Techniques 

Information Engineering 

Object-Oriented Methodologies 

Softeare Reusability 

Software Reengineering 

この本は，これらの話題の技術的詳細を解説するも

のではなく その位置づけや意味について解説する

ものである . ソフトウェア企業としての ， 未来への指

針を考える材料にもなるかもしれない.したがって，

むしろ管理職以上の方々 に読んでほしい内容である.

先に書いた変な誇張や ， 政治的バイアスのかかった部

分を.きちんと割り引いて読めば ， 面白いし役にも立

つ.

邦訳(訳者は SEA 幹事の松原友夫さん)もそのうち

出ると聞いている . 特に不況たけなわの今日，ソフト

ウェア企業の経営者や上層部にとっても，気になる本

であろう.

[3] Ian Sommerville "Software Engineering ," 

Addison-Wesley , 1992 ISBN 0-201・56529-3

いわば 1992 年の時点、に於ける「実用ソフトウェア

工学辞典 J である.内容は多岐に渡り，最近実用化が

進んでいる Z などの形式的手法にも触れている . 非

常によく整理されていて，大学の専門過程初年度の教

科書にしてもよいと思われる. 一般受けを狙った [2]

に比べれば，もちろん.内容的にははるかに技術的だ

が，各項目の堀下げ自身は，それほど深いわけではな

い. しかし，多くの学習用文献が挙げられているの

で.興味のある分野をさらに調べる手婦かりになる.

企業の各部署に 1 冊くらいあっても悪くはないだろ

う. [1] を学習する場合の副読本として用いるのも，

ょいと思われる.

[4] 青木淳"オブジェタト指向システム分析設計入

門ソフトリサーチセンター， 1993. 
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思A ソフトウェア工学研究所(ボールダー)での同

僚・青木さんが書いた「ソフトウェア開発の心 J の本.

タイトルの「オブジェクト指向」は本屋が営業上の理

由から勝手につけたものであろう. 1 読者の私には，

なぜこの本が「オブジェクト指向システム分析設計入

門」なのか，釈然としない . むしろ，この本は，現場

でさまざまな辛酸をなめている中堅技術者逮の「ソフ

トウェア開発の心 J にしみいる経典となるべき書物で

あろう.

目次は次のようになっている:

1.狭義のオブジェクト指向

2. 広義のオブジェクト指向

3. オブジェクト指向によるシステム分析設計法

4. オプジェクト指向の評価と見積り

5. オブジェクト指向を支鑓する道具

6. オブジェクト指向を支援する環境

7. オブジェクト指向を支媛する組織

しかし，誤解を恐れずにいえば， 5震は，この本は「オ

ブジェクト指向 J や「分析設計 J に関しては，何も語つ

てはいないのである(字面を眺めるとそれを語ってい

るようにも見えるが . ...).いわゆるオブジェクト指

向分析や.設計「手法」を学習しようとして.本書に

あたる読者は，むしろ当惑をおぼえるかもしれない.

別の場所 (YDOC の Mailing List) でも書いたが，

著者は，この本の最終ページを書きたいがために，

丸々 1 冊の本を著したのだと ， 私は勝手に想像してい

る.ただ ， その最終ページを自分の蟻蹄に落すために

は，その前の部分を読み通さねばならない.

良書である.一読をお勧めする.ただし ， 既に現役

を引退した技術者と，新人には，お勧めしない.人生

には他にやることもある!?
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Think GNU 

プロジェクト GNU 日記左

ソフトウェアの憂欝

ヲl堪信之-美恵子箸

ビレヲジセンター刊

SEA のメンバーで ， GNU のプロダクトにまった

く縁のない方は少ないと思います.私自身も，日常の

仕事に，エディタとしては GNU Emacs を主に利用

しています.最近は， C のプログラムを書いていな

いので，コンパイラ GCC を使 う 機会はあまりあり

ませんが，プログラミングをしていたときに使ってい

たデバッガは，もっぱら gdb でした

ここで紹介する本 r Think GNU J は ， GNU プロ

ジェクトの方針，パ ッ クグラウンドなどについて書か

れた本です.まったくといっていいほど，技術的な記

述はなく読み物」としてすらすら読むことができま

す 記事はほとんどは翻訳ですが ， その質はきわめて

高いと思います(雑誌の翻訳記事などでは，変な訳に

あたって当惑することがままありますが本書ではそ

ういうことはありません) .

全体は:

1. r Think GNU J 連載

2. GNU ソフトウェアの関連記事

3. プログラミング自由連盟関連論文と記事

の 3 部で構成されています.これらは ， 以前に発表さ

れた論文，記事を集めたもので ， 発表当時から内容が

変化しているものについては，脚注や修正で対応して

おり，内容の古さはまったく感じられません.なによ

りも，読者は本書を通じて rGNU プロジェクト」の

真価を垣間みることができます . また， Usenix での

できごとや， Richard Stallman へのインタビューと

いった興味深いものまで含まれています .

私個人としては，特に第 3 部で触れている項目に興

味を引かれました.ここでは，ソフトウェアの特許の

惑い面について触れています.最近は，日本でもソフ

トウェアで特許をとろうとするけしからん輩が出没

しています . NHK でも，そ う いった特許を助長する
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ような報道も見受けられます.計算機関係の研究，仕

事に従事している者は.最低でもこの第 3 部を必ず読

まなければならないでしょう(ソフトウェアで特許を

とろうとする輩を追放するために). 

前にも触れたように，本書の大部分は既に発表され

たものです すでにこれらの文献に触れた方も多い

と思いますが，今一度本書を通して GNU プロジェ

クトや RMS の思想に触れるためにも，一読をおす

すめしたいと思います.もちろん.インターネット上

の BBS における GNU 関連の News Group や雑誌

の翻訳記事を読んでない方は ， 絶対に読むべきです .

きっとソフトウェアに関する考え方が変わることで

しょう.ソフトウェア関連企業における新人教育に

さいしても必読の書として指定すべき本の 1 冊に上

げたいと思います.

最後に，本書の特徴をもう 1 つ上げておきましょ

う. GNU プロジェクトでは，コピーレフト(つまり

コピーライトの反対語)を提唱しているので，当然の

ことながら，本書もその対象となっています.した

がって，この本の内容は，修正を加えなければ.あら

ゆる媒体へのコピーや引用が可能なのです!

[書評子 A]
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やさしい LaTeX のはじめかた

すずきひろのぶ著

オーム社刊

LaTeX とは， TeX という文章整形プログラムを

一般化し，簡単に使えるようにした処理系である .

TeX は非常にす ぐれた組版システムであり，それを

使っ て整形した文章のきれいさはすばらしい.しか

し，そのままでは一般には難しいので，文章の論理的

な構成をもとに整形して簡単に使えるようにしたの

が， LaTeX である.具体的には.文章とそれを整形

するための命令をファイルの中に書き込み，それを

パ ッ チ式で処理する シ ステムである.近年では.

LaTeX は.パブリ ッ ク・ドメインのソフトウェアと

して ， 広くワークステーション・ユーザの闘で広がっ

ている.最近の高性能化したパソコ ン上にも移植さ

れている.

広く使われるようになると同時に，かつてのような

計算機や技術の専門家だけではなく，あちこちで導入

されているワークステーショ ンの上で非専門家に使

われる状況になった . 非定型的な文章作成を必要と

する事務部門や，技術文書を書く人たちにとって有用

だからである.

いままでのマニュアルや解説書はすべて，コン

ビュータの専門家を対象にして書かれており，ただで

さえ難解な言葉を，より難解な方法で解説している.

ワークステーショ ン ・ハ ッ カーや一部のマニアには，

それで十分かも知れないが，計算機やソフトウェア ・

システムを単に道具として利用する人びとにとって

は . 最初の第一歩が非常に大変である.

その点 ， この「やさしい LaTeX のはじめかた」は.

初心者にとってきわめて入りやすい入門書である

基本的なサンプルと出力結果が書かれており，そのサ

ンプルを真似することによって.初心者でも自分の文

章をフォーマ ッ トして行けるような構成になってい

る.挿絵やイラストが随所にちりばめられており，読

み物としても楽しい作りになっている.この本を読

んで実際に LaTeX を使用し，いずれはさらにより高

度な技術を習得しようとい う 人にとって，最初のス
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テップとして役に立つ本である.また， LaTeX を

作っている途中で.ちょっと記憶があやふやになった

時，机上において参照するのにちょうどいい内容とサ

イズである.

この本自体も LaTeX で書かれており ， まえがきに

「パラパラと最後までめくってください . これが

LaTeX で得られる出力結果です」とある . これは

LaTeX を使えば，そのままで出版できるようなレベ

ルの出力が得られることの，よい証明であろう.

この本は「ひろのぷの LaTeX 入門」という名前で，

インターネット上で公開されているパブリック・ドメ

イン・ドキュメントの改訂版である.ボリュームとし

ては ， パブリック版の 4 倍ぐらいの内容になってい

るひろのぶの LaTeX 入門」は， ftp で

srawgw.sra.co . jp より入手可能であり.すでにあち

こちの BBS にア ッ プロードされているので，入手さ

れている人も多いかと思うが，インターネットにアク

セスできない人や.ハードコピーの形で手元において

使いたい人には ， 本書の購入をおすすめしたい

[書評子 B]
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テキスト C (Lecture on C Languege), 

中野秀男箸

昭晃堂刊

横浜支部 (YDOC) の Mailing List から:

From:mari@sra.co.jp 

YDOC には関係ないですが，気まぐれ Book

Review です :-p

今日，神保町の本屋さんの 5F をふらふらと散歩し

ていたら中野秀男」とい う 文字列が目に入りまし

たへー，中野先生と同姓同名の人が他にもいるん

だあ J と思ってしまったのですが:ー)手にとって表紙

を見たら，小さな字で「大阪大学助教授/工学博士」と

書いてありました . 中野先生だったんですねえ.

まあ，びっくり.

C 言語の本がたくさんならんでいる中でのこの本

の第一印象は装丁も中身の雰囲気も地味だし，シ

ロウト受けしないだろ う なあ"ということでした .

いわゆるイラストというものがないんですよ.プロ

グラムと図と日本語の解説はあるんですけどねえ~-) 

でも，私 i立迷わず買ってしまいました . で，家に

帰ってきてから，さっそく全部読んでしまいました.

プログラムまで丁寧に.

第一印象よりも.ずっと読みやすく工夫された本で

した.内容的にも，自然とプログラミングの基礎概念

がわかるようになっていていいと思いました.ただ，

欲をいえば，例に載っているプログラムはモ

ジュール強度は高く，モジュール結合度は低く」とい

う指針に沿ったものにして欲しかったです.ちょっ

と大きめの例題になった時に，必要もないのにグロー

パル変数が多用してあって，あっちこっちを注意深く

読まないと良くわからないプログラムばかりだった

のは残念です.スタイル的には悪くないし.一見する

と読みやすいんですが ， 集まると読みにくい . そうい

うプログラム，会社でも良く見るんですが，:-)中野先

生が書いた教科書では見たくなかった.日本語の部

分が良かっただけに残念です.

SeamaU Vol.7, No.l1-12 

その他， TeX で入力する時のミスかなぁと思われ

るところ 2 箇所を含めて，気になるところがありまし

たので，中野先生には別便でお送りします.

中野先生，改訂版を期待してます.頑張って下さ

一桜井麻里

From:mari@sra.co.jp 

中来田さん wrote: 手にとったのですが.値段を見

たら思わず本屋の本欄に戻してしまいました .

印税を稼がせられなくってごめんなんさい，中野

先生 :-p もう少し安くはならなかったのです

か?うむむ..入門にしては高くはないのかなあ

~?って思うのは私だけかな?

値段は私のメールに書いといたでしょー.税込み

で 2060 円.あの内容からすれば価値あると私は思

いますけど.すくなくとも，あの内容の程度ものをセ

ミナーにしたら.その受講料はばかになりませんよ.

文法解説だけじゃないし，説明が丁寧だから，読めば

自然とわかる本だし，新人に渡して自分が説明する手

間が省けると思えば，安いんじゃないでしょうか?そ

れに，あれよりもっと高くて内容がくだらない本もあ

りますし.

ただねえ.新人があのプログラムをそのまま真似

してしまって，それに疑問を持たないようだと，大き

なプログラムを組んだ時に混乱が生じることはほぼ

疑いがないので.新人を見守る側としては，その点に

は注意、 を払わないとなりません . (あの本の例題プロ

グラムのうち大きなものは main をふくめて関数 6

個程度のものですが，すでに混乱の兆候が出ていま

す.)

あの本の続編として大きなプログラムを作る時

の留意点」について，焦点を当てた本を出してみると

いうのはいかがでしょうか?もちろん，材料はあの例

題プログラムと ， YDOC メーリングリストです.二

冊セ ッ トで売れると印税が二倍になっていいかも知

れません~-)

一桜井麻里
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From:sakoh@evangel.us.sra.co.jp 

稲葉真理さん wrote :

Data Structure and Program Design in C , 

Robert L.Kruse 

Prentice Hall 

「ずぶの素人さん」教育になかなかお勧めです.

確かそんなタイトルの本を私も持っていた筈.

とあらためて部屋の本の地層を発掘したら .

Programs and Data Structures in C 

Leendert Ammeraal 

John Wiley & Sons. 

という本でした . ああ紛 ら わしい:ー)

この本はまあ「アルゴリズム+データ構造=プログ

ラム」の C 版のような内容です.内容的にカバーさ

れている話題も似通 っ ています.ちょっと字が小さ

くて読み難いのが辛いですね . ちゃんと"G1obal

V ariables and Side E ffects" という項もあります

:ー)決して充分ではありませんが.

ー酒匂寛

本人からの感想:

とにかく授業に聞に合わせようと最後は慌てたので

プログラムの中にパグが沢山あって(却って学生のた

めにな っ た! )プログラムの講義のたびに謝って修正

阪を配布しました . プログラムはもともと Pascal の

ものを単に書き直してチェ ッ クを怠っていました.

結論的には，この本以外に

データ構造とアルゴリズム

例題のたくさんある C の本

ソフトウェア工学のいい本(あるの?)

を併読してほしいと逃げを打っておきましょう.

今までこれを使って講義をし，そのあと以下のよ う

な問題を出しました .

[課題 1] : 教科書を読んで乱数作成のプログラムを

入力し実行する.どのように表示すればランダム性

Seamall Vol.7, No.l1-12 

が表現できるか考えて，考え方を nakano までメー

ルで提出する . NeXTEasyGraphics を使ってラン

ダム性の表現をプログラム化することを考える.

この問題は文法的には簡単ですが ， NeXT と簡単

な図形処理ライブラリーがあったため意外と学生か

ら好評でした.実行形をレポートに張りつけてきた

学生もいましたが (NeXT では本当にファイルが張

りついている).開いてみておもわずこちらも感激し

たくらいですから，やっている本人はもっと楽しかっ

たでしょうね.

以下は， C のハードルである再帰とポインターで

ある.教科書をしっかり読んで，例題を変更すれば動

くように考えであります .

[課題 2]: n ビ ッ トの中で k ビ ッ トだけが 1 となる

ような 0/1 パター ン を発生させるプログラムを作り

なさい.アルゴリズムの概略は以下の様になります.

n ビットの数え上げと同じように， n ビットから k

ビットの数え上げの手続き k_oCn( n , k )を作っ

て . これを再帰的に呼んで処理します .

0 を先頭にして， k_OCll( n-l , k) の手続きを呼

ぶ

1 を先頭にして， k_oCn( n・ 1 ， k-l) の手続きを

呼ぷ

となります.実際には， n と k の関係ですこし複雑

です.

[課題 3] : データファイルの各行に

名前(アルファベ ッ ト) 年齢 電話番号

が入っている . このファイルを入力として読み込み，

年齢順に名前と年齢と電話番号を出力するプログラ

ムを作成せよ.同じ年齢なら，名前はアルファベット

)1贋に出力せよ.更に出来る人は，電話番号の同一局内

でまとめて.その中で名前を並べるプログラムにせ

よ.

学生か ら の評価は ， 課題 1 が絵が出て楽しかった

のに.これは楽しくなかったというのが ， こちらの目

論みとは遣いました.

さて 4 月から情報処理演習も 11 に入ります.学生
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からの感想も 200 人分ほぽ集めました.その感想か

ら考えて，

1.オブジェクト指向やインターフヱースビル

ダーを教える.

2 .UNIX のシェルを教える .

3 .C 言語の売れ筋の本を参考書として例題をば

りばりさせる.

4 . もう一度じっくり例題を交えながら，絵も書

かしてプログラムの楽しさを教える.

と学生のランクを考えて教えようと思っています.

目標として 1 年間で

GUI 環境の理解

電子メール

ニュース

C プログラミング

データ整理・表現 WingZ 

数式処理 Mathematica 

UNIX の基礎

Nemacs 

X Window 

LaTeX 

awk 

オブジェクト指向

インターフェイスビルダー

と厚かましく考えているだけに ， さてどこまで出来る

ものか?

--WINC 代表幹事中野秀男

Seamall Vol.7, No.ll-ll 

ソフトウェア工学実践の基礎

分析・霊計・プログラミング ー

落水浩一郎著

日科技連刊

ソフトウェア会社に就職してまだ何年にもなって

ない私が.今回落水先生の著書を書評するという大胆

な機会を得ました.世の中にはいろいろなソフト

ウェア設計の方法があることは知っていますが，正直

いって，その 1 つ 1 つについては，まだにはっきり理

解できません.また. CASE ツールも .いくつか触っ

てみましたが.高価なお絵かきツールにしか見えない

ものもありました.

さて，会社に就職したあと，現実のソフトウェア開

発方法をよく知らなかった私は，何冊かのソフトウェ

ア設計の本を手にとって見ました.どれも，世の中に

ある方法論や設計法を入門的に解説しているものば

かりで，自分自身がどれを利用していいのか，皆目見

当がつきませんでした.毎年，偉い先生方が新しい方

法を提案されているようですが.現実のプロジェクト

の状況に照らしてみるとどれももうひとつで，迷って

しまいます.中には決して実現されそうもないモデ

ルもあるようですし，ひところ学界で話題になったプ

ロセス・プログラミングなどは.ただの大風呂敷かも

しれないと.ふと考えたりもしました.

話がそれてしまったので元に戻します.このよう

な状況で.落水先生の書かれたこの本に出会いまし

た . これは，日科技連から出されている実践ソフト

ウェア開発工学シリーズの 1 冊で，落水先生がこれま

で，静岡大学および北陸先端科学技術大学院で行って

きたプログラミング方法論の講義をもとにして書か

れたものです.この本の大きな特徴は.ありきたりの

方法論を網羅的に紹介する本ではないということで

す.そのことは，次に示す目次構成からも明らかで

しょう:
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1.構造と動作の抽象について

2. プログラミングとは意思決定の積み上げであ

る

3 . データを中心に部分をまとめると変更に強い



Book Review 

4. r 製本プログラム」の作成例

5 . プログラム部分をカプセル化して読みやすく

しよう

6 問題の分析から自然にプログラム構造を導き

出すには

7 . 実世界をどのようにモデル化するのか

8. 日々の暮しに存在する情報のすべてが必要な

わけではない

9. システムの振舞いをどのように定義するのか

10 . 必要な情報をどうやって計算してくれるの

だろう

1 1.C++ による実現の例

12. ソフトウェア作りに関する財産をどのよう

に貯えるのか

実際的な問題を例として ， 構造化プログラミング.

抽象データ型 . オブジェクト指向プログラミング/分

析/設計などの考え方が次々に紹介されています.最

初に，構造化プログラミングを紹介して，次に構造化

プログラミングの欠点を議論し，同じ問題を使って，

データ抽象の概念を導 く というような構成になって

います.そして，さらに ， 大きな例題を紹介して，こ

のような概念の必要性を説いています.

抽象データ型およびオブジェクト指向プログラミ

ングの章では， C++ を用いて，今までのアルゴリズ

ム中心の話から，データを中心とした話に移ります

ここまで読むと，再利用が可能なプログラムための知

識が得られます . そして最後に，問題の分析，仕様の

与えかたを導き出しています.ふつうの大学では，こ

ういった分析は，まったくといっていいほどやられて

いないように思われます .

現在 ， プログラミングの世界では，オブジェクト指

向の考え方が主流になっているようですが.この本

は，プログラム設計の歴史を通して，そこにいたる道

筋を解き明かしているといってもよいかもしれませ

ん.新しい方法論が開発されるのは，つねに既存の方

法論における限界や問題点を克服するためでしょう.

この本はそうした歴史的展望に立って.実用的なソフ

トウェア工学技法をを紹介した本です . 例題のプロ

グラムも，援似コードではなく ， すべて， Pascal, C , 

C++ で簡潔に記述されています.

SeamaU Vol.7, No.ll・12

ソフトウェアの設計，具体化の仕事に携わっている

私にとって.この本は，自分の頭の中を整理する上で

非常に有益でした.私と同じようにソフトウェア開

発の実務に携わっている人に.ぜひ読んでいただきた

いと思います.きっとプログラム設計のやり方が変

わるでしょうソフトウェア技術者の実力は現実世

界のさまざまな現象をモデル化できるカとメカニズ

ムの抽象ができる力に裏打ちされる」というまえがき

の中のことばは，なるほどそうだと実感させられまし

た . ただし，本書は読むには.最低 C 言語と C++

の知識が要求されます.

最後に敢えて問題点を上げると， Pascal で実際の

プログラムを書くのはちょっと時代遅れの惑があり

ます.落水先生がお若いころは Pascal が主流だった

かも知れませんが，さすがに今では Pascal は教育の

場でも，ほとんど使われていません. Pascal の部分

を削って，値段を下げていただけるといいなと思いま

した(!?). 

[書評子 C]
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ソフトウェアマネジメントモデル入門

ソフトウェア品質の可視化左評価法 一

山田茂高信宗.共著

共立出版刊

ソフトウェアの本質は，記号および数字を用いた現

実世界のモデルである . しかし，にもかかわらず，プ

ログラマの多くは，単にキーボードに向かつてハッキ

ングしたり，どうでもよいコーディング・テクニック

に熱中したりするだけで，モデル化や定量化の方法論

には減法弱いように見受けられる .

特に，統計的な手法は.プログラマたちにとって，

アキレスのかかと(またはジークフリートの枯れ葉の

場所)みたようなものであろ う .試みに，かれらを相

手に連想ゲームをやってみたまえ.統計という問い

かけに対しては，せいぜい平均・分散・標準偏差と

いった初歩的記述統計の用語しか返って来ないので

ある . 推測統計学はフ・ログラマには似合わないと，初

めから決め込んでいる人聞がほとんどである.これ

では.プロジェクトの計画や運営がうまく行かないの

も当然だと思われる.

本書は.そうした弱点を持つ世のソフトウェア技術

者/管理者のために，さまざまな計量モデルにもとづ

くマネジメントの方法論を概説した入門書である.

全体の構成は次のようになっている:

1.ソフトウェアのプロジェクト管理

ソフトウェアの開発技術

ソフトウェアの開発管理

ソフトウェアの品質管理

ソフトウェアメトリクス

2. ソフトウェアプロジェクトの見積りモデル

開発規模の見積り

開発工数の見積り

開発進捗度の予測

3. ソフトウェア設計評価モデル

モジュール構造の尺度

設計レビューの尺度

4. ソフトウェア複雑性モデル

ソフトウェアの複雑性

SeamaU Vol.7, No.ll-ll 

プログラムの複雑性メトリクス

プロセスの複雑性メトリクス

5 . ソフトウェア信頼度成長モデル

ソフトウェア信頼性の計測と評価

ソフトウェア信頼性モデル

代表的なソフトウェア信頼性成長モデル

モデルパラメータの推定

信頼性データ解析手順と信頼性評価例

6. ソフトウェアプロセス改善モデル

プロセス成熟度モデル

GQM パラダイム

メタモデル

私の周辺にいるプログラマやソフトウェア・マネー

ジャたちに本書を読ませてみた場合，かれらの読後第

1 声は，おそらく「現実はこんなモデルとは一致しな

い」ということであろう.モデルはあくまでモデルで

しかない.そのことを人びとはいまだに理解できな

いでいるのだ.それは ， かれらの作るプログラムが現

実の対象システムとぴったり重なり合わないのと同

じことである . 道具としてのモデルをどうやって使

いこなすかは，あくまでわれわれ人聞の側の知恵いか

んにかかっているのであって ， 決してモデルの側の責

任ではない.

そのことを最終的に悟れるか否かで，ソフトウェア

技術者としてのあなたがガキっぽいハッカ一時代を

卒業して. 1 人前の大人のエンジニアまたはマネー

ジャになれるかどうかが決まるのである .

[書評子 D]
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ソフトウェアの衝撃

危穫をチャンスに変える

ソフトウェアとの上手なつきあい方

R. アレスマン s. へロン共著

岡田正志佐々木善郎共訳

自然社刊

この本は SEA のメンバのようなプロフェッショ

ナルのために書かれたものではなく，コンビュータと

の付き合いの薄い素人衆向けの一般書である現代

生活のあらゆる分野に浸透しているソフトウェア-テ

クノロジーを十分に理解すれば，それがもたらす衝撃

をプラスに変え.自分たちの運命を自らの手で支配す

ることができるようになる」というのが，原著者たち

の読者へのメッセージである.

共著者の 1 人であるプレスマンは，日本でも翻訳さ

れたソフトウェア工学入門テキスト(ソフトウェア・

エンジニアリング序説)を書いたプロのコンサルタン

トである.ダウンサイジングやオープンシステムの

嵐が吹きあれ，これまでは思ってもいなかった一般人

たちとの接触の機会が増えつつある今日，そうした第

3 種接近遭遇時におけるコミュニケーション・マニュ

アルの一種として，われわれソフトウェア・プロ

フェッショナルにとって役立つ書物であろう.

内容は次のような構成になっている:

1.今日と明日

ソフトウェアへの社会的関心

21 世紀のソフトウェア

直角結合

2. 起源

コンビュータソフトウェアの歴史

現代テクノロジーの推進力

3 . 文化，共肉体，創造

企業文化

ソフトウェアにたずさわる人々

ソフトウェアの品質を高める

4. ソフトウェアを活用する

腺入と製作

明日のソフトウェア・ユーザ

SeamaU Vol.7, No.ll・12

アメリカ産のこの種の本の例にもれず，たくさんの

実例やエピソードがあちこちにちりばめられ，読み物

として楽しく読めるように工夫されている. R . ロー

ガンの手になるイラストも数多く掃入されているが，

そのスタイルは，残念ながら書評子の趣味とはあまり

一致しない.つまり説明的なイラストの域を出ず.独

立した作品としての機知や風刺が弱いように感じら

れる.

こうした一般人向けの書物は，当然のことながら十

分に読者のことを意識して書かれている.したがっ

て.本書のような翻訳物をわれわれが読む場合の面白

さは，

(1)著者が設定したプロ -アマ対比の図式が自分

の頭の中のそれとどうちがうか?

(2) アメリカの一般社会の常識と 日本社会のそ

れとのズレがどの程度か?

の 2 点であろう.その両方の意味で，おもしろい本で

ある.ぜひ一読をおすすめしたい .

[書評子 E]
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